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▼平成24年度 まちの家計簿

▼新春座談会



「 写 真 の 町 」 東 川 町 長 　 松 　 岡 　 市 　 郎

東 川 町 議 会  議 長 　 浜 　 辺 　 　 　 　 啓

新 し い 歩 み を 始 め る 年 に ！

　 一 世 代 三 十 年 と よ く い わ

れ ま す 。 「 ひ が し か わ 」 に

生 を 受 け た 人 は 四 世 代 に

渡 り ま す 。 東 川 に 開 拓 に 入

っ た 方 々 か ら 見 る と 、 玄 孫

（ や し ゃ ご ） が 活 躍 す る 時

代 と な り ま し た 。

　 こ れ か ら の 「 ひ が し か わ 」

を 考 え る と 期 待 と 不 安 が 交

錯 し ま す が 、 ど う あ ろ う と 、

そ の 世 代 、 世 代 が 一 生 懸 命

頑 張 る こ と だ と 思 い ま す 。

そ の こ と が 明 る い 未 来 に 繋

（ つ な ） が る こ と は 間 違 い

あ り ま せ ん 。

　 今 年 は 開 拓 百 二 十 年 、 大

　 皆 さ ん 、 新 年 あ け ま し て お

め で と う ご ざ い ま す 。

　 本 町 は 今 年 、 明 治 28 年 、 四

国 の 香 川 県 、 徳 島 県 、 愛 媛 県 、

本 州 の 富 山 県 な ど か ら の 開 拓

者 の 鍬 が 入 っ て 百 二 十 年 目 を

迎 え ま す 。 今 日 の 素 晴 ら し い

東 川 町 を 残 し て く だ さ っ た 先

人 の 皆 さ ま に は 心 か ら 「 あ り

が と う ご ざ い ま す 」 と お 礼 を

申 し 上 げ 、 開 拓 の 労 苦 に 感 謝

と 敬 意 を 表 し ま す 。

　 百 二 十 年 の 歴 史 の 中 で 、 先

人 た ち は 有 形 、 無 形 の 素 晴 ら

し い 財 産 を 私 た ち に 残 し て く

れ て い ま す 。 「 お い し い 水 　

う ま い 空 気 　 豊 か な 大 地 」 が

あ り 、 豊 か な 大 地 に は 人 々 が

織 り な す さ ま ざ ま な 文 化 が 育

っ て き て い ま す 。 「 お 米 と 観

光 、 工 芸 の 町 」 は 、 ま さ に 基

盤 と な る 産 業 文 化 の 代 名 詞 と

な っ て 、 豊 か な 自 然 と 人 々 が

育 む 文 化 と の 調 和 に よ っ て 支

え ら れ て い ま す 。

　 30 年 前 の 昭 和 60 （ １ ９ ８ ５ ）

年 、 未 来 を 見 据 え て 写 真 の 町

を 宣 言 し ま し た 。 こ の 目 的 に

つ い て 、 写 真 の 町 条 例 は 「 国

際 的 な 交 流 と 写 真 文 化 を 通 じ 、

世 界 に 開 か れ た 自 然 と 文 化 の

調 和 す る 活 力 と 潤 い に 満 ち た

町 づ く り を 推 進 」 と 明 記 し て

い ま す 。

　 目 的 に は 大 き く 「 写 真 と 写

心 」 と い う ２ つ の 意 味 を 含 ん

で い る と 考 え て い ま す 。 前 段

の 写 真 と は 、 写 真 映 り の 良 い

社 会 資 本 の 整 備 を 推 進 す る こ

と で あ り 、 後 段 の 「 写 心 」 は 、

人 と し て の 心 を 伝 え る 教 育 、

人 づ く り を 推 進 す る こ と で す 。

町 全 体 が 美 し く 、 ゆ と り あ る

生 産 と 生 活 の 空 間 は 素 晴 ら し

い 被 写 体 と な り 、 住 民 の 温 か

い お も て な し や 子 供 た ち へ 最

高 の 教 育 を 提 供 す る こ と は 、

地 域 を 担 い 、 た く ま し い 日 本

づ く り 、 世 界 平 和 に 大 き な 貢

献 を す る 人 材 が 必 ず 育 つ も の

と 確 信 し て い ま す 。

　 先 人 が 残 し た 最 高 の 財 産 で

あ る 現 在 の 東 川 小 学 校 は 、 市

街 地 の 中 心 に あ っ て 住 民 の 交

流 を 中 心 と し た 新 た な 社 交 の

場 と し て 利 用 し た い と 考 え て

い ま す 。 私 た ち は 地 域 力 の 発

揮 に 向 け て 「 写 真 文 化 首 都 」

を 宣 言 し 、 国 内 外 に 「 写 真 の

町 」 東 川 町 の 自 然 と 人 々 が 織

り な す 地 元 の 産 業 、 生 活 文 化

を 発 信 で き る よ う に 取 り 組 み

た い と 考 え て い ま す の で 、 今

年 一 年 一 層 の 深 い ご 理 解 と ご

協 力 を お 願 い し ま す 。

　 結 び に 、 本 年 が さ ら に 最 良

の 年 で あ り ま す こ と を ご 祈 念

申 し 上 げ ま す 。

雪 山 国 立 公 園 制 定 八 十 年 、

写 真 の 町 宣 言 三 十 年 、 東 川

小 学 校 新 築 元 年 と 、 多 く の

節 目 を 迎 え ま す 。 節 目 は 過

去 を 振 り 返 り 、 未 来 に 向 か

っ て の 出 発 点 で も あ り ま す 。

　 奢 （ お ご ） る こ と な く 、

さ り と て 卑 屈 に な る こ と な

く 前 進 し よ う で は あ り ま せ

ん か ！

　 私 の 子 供 の こ ろ は 学 校 給

食 も 幼 稚 園 も 水 道 も な く 、

お 米 は （ 北 海 道 米 ） や っ か

い 米 と い わ れ た 時 代 で す 。

今 や 「 東 川 米 」 も 「 旭 岳 源

水 」 も ブ ラ ン ド で す 。 各 家

庭 の ト イ レ の 流 し 水 や 飲 料

水 も 全 部 ミ ネ ラ ル ウ ォ ー

タ ー だ と 話 す と 、 な ん と ス

テ イ タ ス な 生 活 を し て い る

の か 、 と 羨 （ う ら や ） ま し

が ら れ ま す 。

　 「 ひ が し か わ 」 に は 素 晴

ら し い 資 源 が た く さ ん あ り

ま す 。 み ん な が 気 が 付 い て

い な い こ と 、 利 用 し て い な

い こ と 、 提 案 し て い な い こ

と 、 特 に 将 来 を 担 う 若 者 た

ち が 何 を 考 え 、 ど う 行 動 し

た い の か を 引 き 出 し 実 行 し

て も ら う 年 に し た い と 思 っ

て い ま す 。 町 民 の 皆 さ ん が

一 度 も 行 っ た こ と の な い 喫

茶 店 や ラ ン チ を 楽 し め る 店 、

ワ イ ン バ ー 、 ビ ー ル バ ー な

ど 新 し い 店 が い っ ぱ い 出 来

て い ま す 。 旭 岳 温 泉 、 天 人

峡 温 泉 へ も 一 度 も 行 っ た こ

と が な い 人 も い る の で は な

い で し ょ う か 。

　 自 分 の 町 を 知 る 、 愛 す る

と い う こ と は 、 そ う い う 所

を 訪 ね る こ と か ら 始 ま る の

で は な い で し ょ う か 。

　 子 供 た ち が 自 信 を も っ て

自 分 の 町 を 語 れ る 、 自 慢 出

来 る 町 に し よ う で は あ り ま

せ ん か ！ 　 今 年 は タ イ の 子

供 た ち が 百 人 く ら い 日 本 語

の 勉 強 に 来 ま す 。 そ の 人 た

ち と 交 流 す る こ と も 「 ひ が

し か わ 」 を 元 気 に す る 要 因

で す 。

　 一 歩 を 踏 み 出 そ う で は あ

り ま せ ん か ！

開 拓 百 二 十 年

先 人 の 開 拓 と 自 立 に 学 び 、 未 来 へ の 希 望

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「 写 真 文 化 首 都 」 づ く り
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年頭のご挨拶
○開拓百二十年先人の開拓と自立に学び、未来への希望
　　　　　　　　　「写真文化首都」づくり　「写真の町」東川町長　松岡市郎
○新しい歩みを始める年に！　東川町議会議長　浜辺　啓

平成24年度 まちの家計簿
東川町職員の給与・職員数のあらまし
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○「いい夫婦の日」に婚姻届け受理記録更新
○東川で日本語学んだ研修卒業生が台湾で初の同窓会
○初の異業種交流まちづくりセミナー　　ほか

新春座談会
町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○北海道観光のハブ地として
◇俳句

大雪山の素顔
○冬の森に出かけよう
　NPO(特定非営利活動)法人ねおす、大雪山自然学校代表　小林  峻さん
◇本で知る ふるさとの山
　死に直面したときの絆…「旭岳」「石笛」　町史編集専門員　西原義弘

A Word From Another World
○No.27　ベファーナ パート２　英語活動教育指導員　カトリーナ・カイラさん

知って役立つ ミニ家庭医学講座
○第8回　健康診断のススメ　東川町立診療所副所長　古川倫也医師
○貸し出し図書・ビデオ紹介

大雪地区広域連合からのお知らせ
○高額介護合算療養費、医療費通知の仕組み
○特定健診のおすすめ

くらし・ネットワーク
○町税第４期の納期限は１月31日です
○町税に係る延滞金等の利率が変わります
○償却資産（固定資産税）の申告は１月31日までに
○東川町職員（技術系、保健師）の募集　　ほか

子育てチャンネル
○生活の安定を心の安定に　ヴィラ・ニセウコロコロオーナー　正垣智弘さん

保健だより
○ご用心！ 〝肝心〟かなめの年末年始

インフォメーション
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「今、生き生きと」は休載いたします。

ひがしかわ氷祭り
（昨年1月、羽衣公園）
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まちの家計簿

軽自動車税（1.8％）15,021千円

入湯税（2.1％）17,386千円
たばこ税（5.2％）43,476千円

その他（3.1％）243,094千円
衛生費（2.8％）214,265千円

農林業費（3.0％）227,646千円

町民税
（38.1％）
316,332千円

固定資産税
（52.7％）
437,839千円

町民税
（38.1％）
316,332千円

固定資産税
（52.7％）
437,839千円

商工費（4.0％）307,073千円

諸支出費
（14.3％）1,092,475千円

民生費
（10.7％）
819,824千円公債費

（7.8％）
600,632千円

土木費
（14.3％）
1,096,161千円教育費

（22.6％）
1,730,160千円

総務費
（17.4％）
1,329,255千円

商工費（4.0％）307,073千円

諸支出費
（14.3％）1,092,475千円

民生費
（10.7％）
819,824千円公債費

（7.8％）
600,632千円

土木費
（14.3％）
1,096,161千円教育費

（22.6％）
1,730,160千円

総務費
（17.4％）
1,329,255千円

　27.9%　2,183,319

　15.1%　1,181,493

　25.6% 2,008,068

　10.6%　830,054

　2.7%　213,505

　1.8%　141,203

　10.0%　782,122

　0.5%　36,433

　4.8%　374,955

　1.0%　81,304

　37.1%　2,077,213

　16.1%　   902,691

　14.0%　786,067

　14.5%　811,726

　3.8%　210,556

　2.5%　140,461

　  4.0%　222,496

　0.6%　32,271

　5.9%　328,457

　1.5%　86,760

　13.6%　1,044,549

　12.1%　923,152

　10.4%　792,991

　6.0%　461,788

　30.8%　2,359,259

　4.8%　366,738

　1.1%　84,981

　2.5%　189,801

　12.0%　921,675

　  6.7%　515,651

　19.5%　1,078,549

　16.9%　928,921

　15.1%　827,133

　8.3%　457,436

　16.3%　   895,262

　5.1%　279,530

　1.6%　85,283

　3.3%　181,619

　5.1%　277,441

　  8.7%　477,103
平成24年度

平成23年度

平成24年度

平成23年度

単位：千円

単位：千円歳出　76億6,058万円

町税の内訳

目的別歳出の内訳
消
費
的
経
費

投
資
的
経
費

公
債
費

そ
の
他

町　税
830,054千円

歳出総額
7,660,585千円

0 1,000,000500,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000

0 1,000,000500,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000

積立金・その他

繰出金

利子

元金

単独事業

補助事業

維持補修費・扶助費

人件費

補助費等

物件費

その他

繰入金

分担金及び負担金

地方譲与税

使用料及び手数料

諸収入

町債

町税

国・道支出金

地方交付税

平
成
24
年
度

ま
ち
の
家
計
簿

■一般会計平成24年度性質別決算額（前年度比較）
歳入　78億3,246万円

■各会計決算額      
会計区分

7,832,456
59

38,900
195,183
339,494 
573,636

8,406,092

7,660,585
35

38,689
189,632
324,510
552,866

8,213,451

171,871
24

211
5,551

14,984
20,770

192,641総　合　計

計

国保診療所

公共下水道事業

簡易水道事業

国民健康保険
特　
別　
会　
計

一般会計

差引額歳　　出歳　　入
単位：千円

　

平
成
24
年
度
は
、
「
プ
ラ
イ
ム
タ
ウ
ン
づ
く
り
計
画
21
│

１
」
の
5
年
度
目
（
最
終
年
度
）
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
ほ
か
特
別
会
計
４
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

全
会
計
で
使
わ
れ
た
金
額
は
82
億
1
千
3
4
5
万
円
、
そ

の
う
ち
一
般
会
計
は
76
億
6
千
5
8
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
は
町
議
会
第
３
回
定
例
会
（
９
月
）
に
提
案
さ
れ
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
を
経
て
同
定
例
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
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年
度

ま
ち
の
家
計
簿

5 Higashikawa  2014  January



0

50
0,
00
0

1,
00
0,
00
0

1,
50
0,
00
0

2,
50
0,
00
0

2,
00
0,
00
0

50
0,
00
0

1,
00
0,
00
0

1,
50
0,
00
0

2,
00
0,
00
0

2,
50
0,
00
0

3,
00
0,
00
0

0

1,
00
0

2,
00
0

3,
00
0

4,
00
0

5,
00
0

6,
00
0

50
0

1,
00
0

1,
50
0

2,
00
0

2,
50
0

3,
00
0

う
ち
交
付
税
補
て
ん
額
②

使
用
料
等

減
債
基
金
残
高

そ
の
他
の
一
般
財
源

0

2,
00
0

4,
00
0

6,
00
0

8,
00
0

10
,0
00

■
平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業
…
一
般
会
計
で
実
施
し
た
主
な
投
資
的
事
業
を
掲
載
し
ま
し
た
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■
町
民
１
人
当
た
り
に
す
る
と
…
金
額
は
一
般
会
計
の
決
算
額
を
単
純
に
平
成
25
年
3月
末
人
口
7,
91
7人
で
割
っ
た
も
の
で
す
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,7
87
円

27
,0
64
円

30
,7
05
円

使
わ
れ
た
一
般
会
計
予
算
は
…

総
務
費
（
職
員
給
与
・
企
画
政
策
な
ど
に
）

教
育
費
（
学
校
等
の
維
持
管
理
・
社
会
教
育
な
ど
に
）

民
生
費
（
福
祉
の
充
実
な
ど
に
）

土
木
費
（
道
路
整
備
・
除
雪
・
公
営
住
宅
な
ど
に
）

公
債
費
（
町
の
借
金
返
済
な
ど
に
）

諸
支
出
金
（
特
別
会
計
へ
の
繰
出
し
な
ど
に
）

農
林
業
費
（
農
林
業
の
活
性
化
な
ど
に
）

商
工
費
（
商
工
・
観
光
・
写
真
の
町
事
業
な
ど
に
）

衛
生
費
（
検
診
・
ご
み
処
理
・
墓
地
管
理
な
ど
に
）

そ
の
他
（
議
会
・
消
防
な
ど
そ
の
他
の
事
業
に
）

そ
の
他

そ
の
他

町
税

特 別 会 計 起 債 残 高

臨 時 財 政 対 策 債 残 高

一 般 会 計 起 債 残 高 （ 臨 財 債 除 く ）

■
平
成
24
年
度
末
の
町
債
（
借
金
）
残
高

■
実
質
町
債
残
高
（
負
担
財
源
内
訳
）

■
平
成
24
年
度
末
の
基
金
（
貯
金
）
残
高

73
億
8,
68
3万
円

17
億
5,
94
4万
円

91
億
4,
62
7万
円

一
般
会
計
（
臨
財
債
含
む
）

特
別
会
計

合
計

（
町
債
残
高
の
う
ち
、
国
か
ら
約
48
億
7,4
61
万
円
補
て
ん
さ
れ
る
た
め
、
町
債
の
実
質
残
高
は
約
42
億
7,1
66
万
円
で
す
）

※
詳
し
く
は
下
記
の
実
質
町
債
残
高
（
負
担
財
源
内
訳
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

一
般
会
計

特
別
会
計

合
計

25
億
83
2万
円

6万
円

25
億
83
8万
円

H
24

H
23

H
22

H
21

H
20

20
0

10
0

5015
0

25
0

30
0

0

一
般
会
計

2,
50

8

2,
25

5
2,
27

2
2,
44

7
2,
43

9

H
24

H
23

H
22

H
21

H
20

9
6

6
6

1
0
6

3,915

3,698

3,945

1,318

1,456

1,640

2,000

1,971

1,882

5,569
1,818

1,759

5,281
1,733

1,882

0

特
別
会
計

（
万
円
）

（
百
万
円
）

（
百
万
円
）

（
年
度
）

（
年
度
）

　
24
年
度
末
の
一
般
会
計
町
債
現
在
高
は
73
億
8,
68
3万
円
(臨
財
債
1,8
18

百
万
円
そ
の
他
5,
56
9百
万
円
)、
前
年
度
比
3億
7,
34
1万
円（
5.
3%
）増
と

な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
分
の
現
在
高
は
17
億
5,
94
4万
円
、前
年
度
比
▲

6,2
12
万
円（
▲
3.4
％
）減
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
債
現
在
高
は
、通
常
債
の
発
行
額
を
当
該
年
度
起
債
償
還
額
以
内
に

目
標
設
定
し
て
い
ま
す
が
、2
3年
度
か
ら
東
川
小
学
校
建
設
に
伴
う
起
債
に

よ
っ
て
増
加
傾
向
で
す
。た
だ
し
こ
れ
ら
の
町
債
の
中
に
は
、交
付
税
補
て

ん
を
伴
う
有
利
な
町
債
が
あ
る
た
め
、実
質
的
に
は
、下
記
の
表「
実
質
町

債
残
高（
負
担
財
源
内
訳
）」
に
記
載
の
額
と
な
り
ま
す
。

　
基
金
は
、東
川
小
学
校
建
設
に
伴
い
公
共
施
設
整
備
基
金
よ
り
5億

7,5
09
万
円
、老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
改
修
に
伴
い
地
域
福
祉
基
金
よ
り
1億

7,0
54
万
円
を
取
崩
し
ま
し
た
。 

　
辺
地
債
等
の
借
入
れ
に
伴
い
、今
後
の
町
債
の
償
還
財
源
確
保
の
た

め
減
債
基
金
へ
8億
89
0万
円
、そ
の
他
に
財
政
調
整
基
金
へ
1,5
61
万
円

積
み
立
て
ま
し
た
。 

　
こ
の
結
果
24
年
度
末
の
一
般
会
計
基
金
現
在
高
は
25
億
83
2万
円
、前

年
度
比
6,
97
9万
円（
2.
86
％
）増
と
な
り
、特
別
会
計
分
は
6万
円
と
、前

年
度
比
▲
10
0万
円
(▲
94
.3％
)減
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税

地
方
交
付
税

町
債

町
債

国
・
道
支
出
金

町
税

国
・
道
支
出
金

■
性
質
別
歳
入
決
算
額
の
推
移

■
性
質
別
歳
出
決
算
額
の
推
移

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
室
☎
82
-2
11
1（
内
線
22
6）

H
22

H
21

H
20

1,
85
7,
00
4

84
6,
87
2

31
3,
56
7

87
2,
94
7

77
4,
24
0

1,
92
7,
15
2

85
2,
66
6

40
3,
66
9

83
3,
61
7

81
6,
97
1

2,
04
6,
73
2

84
7,
23
7

90
9,
81
8

1,
64
6,
28
0

81
7,
98
3

H
24

2,
18
3,
31
9

83
0,
05
4

2,
00
8,
06
8

1,
18
1,
49
3

1,
62
9,
52
2

H
23

2,
07
7,
21
3

81
1,
72
6

78
6,
06
7

90
2,
69
1

1,
02
1,
00
1単
位
：
千
円

単
位
：
千
円

0

そ
の
他

投
資
的
経
費

繰
出
金

公
債
費

物
件
費

人
件
費

補
助
費
等

扶
助
費

物
件
費

人
件
費

扶
助
費

そ
の
他

投
資
的
経
費

繰
出
金

公
債
費

補
助
費
等

H
21

H
20

H
22

81
3,
28
9

77
3,
29
5

19
6,
34
5

83
9,
89
5

55
1,
17
4

22
6,
71
5

85
1,
57
2

22
6,
21
5

83
8,
13
5

88
3,
69
3

22
5,
53
9

77
9,
06
6

57
2,
03
8

21
9,
88
4

1,
02
3,
83
3

18
7,
52
5

85
1,
51
0

1,
00
4,
06
7

31
2,
60
6

89
7,
21
1

56
4,
33
0

21
3,
40
5

1,
85
1,
02
8

39
9,
81
9

H
24

79
2,
99
1

1,
04
4,
54
9

34
9,
78
4

92
3,
15
2

60
0,
63
2

18
9,
80
1

2,
72
5,
99
7

1,
03
3,
67
9

H
23

82
7,
13
3

1,
07
8,
54
9

33
0,
64
9

92
8,
92
1

56
2,
38
6

18
1,
61
9

1,
17
4,
79
2

40
4,
22
8

21
20

22
5,
23
3

95
2

1,
05
1

7,
23
6

3,
07
4

4,
16
2

1,
46
2

20
6

2,
49
4

19 5,
37
9

96
8

1,
09
1

7,
43
8

3,
08
7

4,
35
1

1,
45
6

20
5

2,
69
0

18 5,
51
5

99
3

1,
12
7

7,
63
5

3,
33
6

4,
29
9

1,
45
1

20
4

2,
64
4

17 5,
35
1

94
0

1,
12
7

7,
41
8

3,
13
1

4,
28
7

1,
36
8

20
3

2,
71
6

16 5,
19
5

93
0

1,
12
1

7,
24
6

3,
09
0

4,
15
6

1,
29
0

20
3

2,
66
3

15 4,
97
4

93
5

1,
11
7

7,
02
6

2,
84
9

4,
17
7

1,
19
9

20
3

2,
77
5

14 4,
65
9

93
5

1,
09
6

6,
69
0

2,
71
6

3,
97
4

1,
10
2

23
3

2,
63
9

13 4,
15
4

80
9

1,
13
4

6,
09
7

2,
51
2

3,
58
5

1,
01
1

26
3

2,
31
1

年
度

一
般
会
計
分

下
水
道
会
計
分

そ
の
他
会
計
分

合
計
①

う
ち
交
付
税
補
て
ん
額
②

実
質
町
債
残
高
①
-②

使
用
料
等

減
債
基
金
残
高

そ
の
他
の
一
般
財
源

12 4,
31
3

72
6

76
8

5,
80
7

2,
29
9

3,
50
8

91
9

22
4

2,
36
5

5,
15
4

96
0

1,
01
0

7,
12
4

3,
09
7

4,
02
7

1,
37
7

20
6

2,
44
4

5,
58
5

91
4

96
9

7,
46
8

3,
57
0

3,
89
8

1,
35
0

24
8

2,
30
0

24 7,
38
7

87
7

88
2

9,
14
6

4,
87
5

4,
27
1

1,
26
2

1,
11
3

1,
89
6

23 7,
01
4

89
6

92
5

8,
83
5

4,
47
9

4,
35
6

1,
30
7

30
3

2,
74
6

（
借
金
・
貯
金
）

　
町
債
（
借
金
）
残
高
は
…

　
国
か
ら
の
補
て
ん
を
除
い
た
町
債
残
高
は
…

　
基
金
（
貯
金
）
残
高
は
…

（
収
入
）

　
町
税
の
負
担
は
…

　
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
は
…

　
使
用
料
・
手
数
料
の
負
担
は
…

（
支
出
）

　
人
件
費
は
…

　
投
資
的
経
費
（
建
設
事
業
）
は
…

・
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事
業

・
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
事
業

・
第
八
行
政
区
飲
用
水
供
給
施
設
整
備
事
業

・
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業

・
林
業
体
験
施
設
整
備
事
業

・
道
草
館
周
辺
整
備
事
業

・
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
家
族
旅
行
村
施
設
整
備
事
業

・
特
定
地
区
公
園
事
業

・
西
3号
南
3条
道
路
遊
歩
道
新
設
事
業

・
南
4条
道
路
新
設
事
業

・
西
2号
道
路
遊
歩
道
新
設
事
業

・
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業

・
公
営
住
宅
等
整
備
事
業

・
東
川
小
学
校
等
建
設
事
業

13
1,
25
0千
円

56
,9
74
千
円

2,
24
7千
円

2,
34
6千
円

25
,1
23
千
円

39
,1
66
千
円

10
,2
64
千
円

93
,6
22
千
円

11
,4
52
千
円

81
,6
45
千
円

3,
13
4千
円

38
,2
00
千
円

40
,7
29
千
円

1,
28
4,
57
4千
円

・
第
3分
団
建
設
事
業

・
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業

・
町
有
林
造
成
事
業

・
旭
岳
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
整
備
事
業

・
西
3号
道
路
改
良
事
業

・
西
5号
道
路
改
良
事
業

・
西
10
号
道
路
改
良
事
業

・
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
遊
歩
道
緑
化
施
設
整
備
事
業

・
清
流
団
地
整
備
事
業

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

・
各
小
学
校
施
設
改
良
工
事

38
,8
95
千
円

5,
52
3千
円

15
,3
39
千
円

3,
02
7千
円

6,
33
9千
円

76
,7
24
千
円

61
,7
00
千
円

98
,2
13
千
円

21
,1
45
千
円

18
9,
95
0千
円

13
,4
68
千
円

ま
ち
の
家
計
簿

（
単
位
：
百
万
円
）

※「
そ
の
他
の
一
般
財
源
」と
は
、将
来
の
町
民
が
負
担
す
る
額
で
す
。そ
れ
以
外
の
償
還
財
源
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

7
6

H
ig

as
hi

ka
w

a 
 2

01
4 

 Ja
nu

ar
y

H
ig

as
hi

ka
w

a 
 2

01
4 

 Ja
nu

ar
y
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0

1.
総
括

2.
職
員
の
平
均
給
与
月
額
、
初
任
給
等
の
状
況

7,
91

7
15

.0
7

24
年
度

人
千
円

千
円

千
円

％
％

■
24
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
が
平
成
19
年
6月
に
成
立
、
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
（
以
下
「
財
政
健
全
化
法
」
と
い
う
）
　

　
こ
の
法
律
は
、
町
の
財
政
の
運
営
状
況
を
比
率
で
表
し
、
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
運
営
状
況
を
見
直
す
た
め
の
計
画
を
作
成
し
、

財
政
の
健
全
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
東
川
町
の
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

※
実
質
赤
字
比
率
及
び
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
す
べ
て
の
会
計
に
お
い
て
赤
字
額
が
な
い
た
め
、
「
－
」
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
実
質
公
債
費
比
率
は
、
地
方
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
の
公
債
費
や
公
債
費
に
準
じ
た
経
費
を
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
で
割
っ
た
も
の
で
３
カ

　
年
の
平
均
値
を
表
し
て
い
ま
す
。
早
期
健
全
化
基
準
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
将
来
負
担
比
率
は
、
将
来
的
に
負
担
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
実
質
的
な
負
担
額
を
把
握
し
、
負
担
の
償
還
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
基
金
な
ど
を
差

　
し
引
い
た
額
を
、
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
で
割
っ
た
も
の
。
早
期
健
全
化
基
準
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
資
金
不
足
比
率
は
、
特
別
会
計
に
お
い
て
赤
字
額
が
な
い
た
め
、
「
－
」
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字
に
あ
た
る
公
営
企
業
会
計
に
お
け
る
赤
字
額
に
つ
い
て
、
公
営
企
業
の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率
と
な
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
の
状
況

将
来
負
担
比
率

35
0.
0

実
質
赤
字
比
率

15
.0

20
.0

連
結
実
質
赤
字
比
率

20
.0

40
.0

実
質
公
債
費
比
率

35
.8

－ － 9.
9

（
26
.1
）

（
－
）

（
－
）

－ － －
（
－
）

（
－
）

（
－
）

（
10
.1
）

25
.0

35
.0

区
分

決
算
数
値
（
 
）
内
は
H
23

決
算
数
値
（
 
）
内
は
H
23

早
期
健
全
化
基
準

財
政
再
生
基
準

資
金
不
足
比
率
の
状
況
（
公
営
企
業
会
計
）

下
水
道
事
業
特
別
会
計

20
.0

宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

20
.0

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

20
.0

区
分

経
営
健
全
化
基
準

⑴
人
件
費
の
状
況
（
普
通
会
計
決
算
）

東 川 町 職 員 の 給 与 ・

　 　 　 　 職 員 数 の あ ら ま し

　 町 職 員 の 給 与 、 職 員 数 の あ ら ま し を お 知 ら せ し ま す 。

東 川 町 職 員 の 給 与 ・

　 　 　 　 職 員 数 の あ ら ま し

　 町 職 員 の 給 与 、 職 員 数 の あ ら ま し を お 知 ら せ し ま す 。

 区
　
分

住
民
基
本
台
帳

人
口

（
24
年
度
末
）

23
年度

の人
件費

率

歳
出

額

職
員
数

実
質
収
支

人
件

費
人
件
費
率

（
参
考
）

A
B

B／
A

82
32

1,
04

1
59

,5
66

11
9,
15

0
49

9,
75

7
6,
09

5
24
年
度

人
千
円

千
円

36
5,
62
0

31
6,
98

7
41

.1
38
4,
84
2

歳
円

円
円

千
円

千
円

千
円

⑵
職
員
給
与
費
の
状
況
（
普
通
会
計
決
算
）

⑶
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
状
況
（
各
年
4月
1日
現
在
）

⑴
職
員
の
平
均
年
齢
、
平
均
給
料
月
額
及
び
平
均
給
与
月
額
の
状
況
（
25
年
４
月
１
日
現
在
）

 区
　
分

Ｂ
／
Ａ

給
料

職
員
手
当

計
　
B

期
末・
勤
勉
手
当

給
与

費

平
均
年
齢

区
分

東
川

町

平
均
給
料
月
額

平
均
給
与
月
額

平
均
給
与
月
額

（
国
ベ
ー
ス
で
算
定
）

一人
当た

り給
与費

A

（
注
）
１
　
職
員
手
当
に
は
退
職
手
当
を
含
ま
な
い

　
　
　
２
　
職
員
数
は
平
成
24
年
4月
1日
現
在
の
人
数
で
あ
る

17
2,
20

0円 28
0,
74

0円

25
8,
20

0円

34
0,
45
0円

30
5,
90
0円

38
5,
93
3円

32
7,
58
0円

17
2,
20
0円

14
0,
10

0円
14

0,
10
0円

⑵
 職
員
の
初
任
給
の
状
況
（
25
年
４
月
１
日
現
在
）

⑶
 職
員
の
経
験
年
数
別
・
学
歴
別
平
均
給
料
月
額
の
状
況
（
25
年
４
月
１
日
現
在
）

区
分

備
考

区
分

経
験
年
数
10
年
以
上
15
年
未
満

経
験
年
数
15
年
以
上
20
年
未
満

経
験
年
数
20
年
以
上
25
年
未
満

東
川

町
　

国
　

一
般
行
政
職

一
般
行
政
職

高
校

卒

大
学

卒

大
学

卒

高
校

卒

3.
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数
等
の
状
況

⑴
 級
別
職
員
数
の
状
況
（
24
年
4月
1日
現
在
）

⑵
 昇
給
へ
の
勤
務
成
績
の
反
映
状
況

　
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
４
号
俸
（
55
歳
を
超
え
る
場
合
は
2号
俸
）
を
標
準
と
し
て
昇
給
し
て
い
る
。

 区
　
分

標
準
的
な
職
務
内
容

合
　
　
　
計

構
成
比

職
員
数

1　
級

人 人 人人 人 人

8

人
66

％ ％ ％％ ％ ％

12
.1
2

6　
級

9
13
.6
3

5　
級

16
24
.2
4

4　
級

13
19
.6
9

3　
級

12
18
.1
8

2　
級

8
12
.1
2

定
型
的
な
業
務
を
行
う
職
務

困
難
な
業
務
を
処
理
す
る
課
長
等
の
職
務

１
．
課
長
等
の
職
務

２
．
困
難
な
業
務
を
処
理
す
る
室
長
等
の
職
務

１
．
主
任
の
職
務

２
．
主
査
の
職
務

１
．
室
長
の
職
務

２
．
困
難
な
業
務
を
処
理
す
る
主
任
の
職
務

特
に
高
度
な
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る

業
務
を
行
う

（
注
）
１
　
東
川
町
の
給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表
の
級
区
分
に
よ
る
職
員
数

　
　
　
２
　
標
準
的
な
職
務
内
容
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
級
に
該
当
す
る
代
表
的
な
職
務

6級
 13
.63
%

5級
 24
.24
%

2級
 12
.12
%

1級
 12
.12
%

4級 19
.69
%

3級 18
.18
%

6級
 9.
84
%

5級
 22
.95
%

2級
 8.
2%

1級
 13
.11
%

4級 24
.59
%

3級 21
.31
%

6級
 4.
7%

5級
 9.
5%

2級
 6.
0%

1級
 4.
7%

4級 48
.9% 3級 26
.2%

10
0% 90
%

80
%

70
%

60
%

50
%

40
%

30
%

20
%

10
% 0%
平
成
25
年
の
構
成
比

1年
前
の
構
成
比

5年
前
の
構
成
比

○
職
員
の
構
成
比

税
務
職
、
技
能
労
務
職
、
教
育
公
務
員
、

保
健
職
も
含
む

（
注
）
１
.「
平
均
給
料
月
額
」
と
は
、
25
年
４
月
１
日
現
在
に
お
け
る
職
員
の
基
本
給
の
平
均

　
　
　
２
.「
平
均
月
額
給
与
」
と
は
、
給
料
月
額
と
毎
月
支
払
わ
れ
る
扶
養
手
当
、
調
整
手
当
、
住
居
手
当
、
時
間
外
手
当
な
ど
の
諸
手
当
の
額
を
合
計
し
た
も
の

　
　
　
３
．
技
能
労
務
職
の
平
均
給
与
月
額
（
国
ベ
ー
ス
）
は
、
25
年
12
月
時
点
に
お
い
て
未
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
掲
載
し
て
い
な
い

※
平
均
給
与
月
額
（
国
ベ
ー
ス
）
の
平
均
年
齢
は
、
43
歳
で
す
。
臨
時
の
特
例
措
置
に
よ
る
減
額
後
の
給
与
月
額
で
す
。

東
川
町

類
似
団
体
平
均

全
道
町
村
平
均

（
H
19
）

97
.7

（
H
19
）

96
.1

（
H
19
）

95
.6

（
H
24
）

98
.2

（
H
24
）

97
.3

（
H
24
）

96
.4

一
般
行
政
職
（
職
員
数
66
名
）

39
1,
20
0

37
8,
20

0
56

.9
※
※
※

歳
円

円
円

平
均
年
齢

区
分

東
川

町

平
均
給
料
月
額

平
均
給
与
月
額

平
均
給
与
月
額

（
国
ベ
ー
ス
で
算
定
）

技
能
労
務
職

10
.3
5

79
2,
99

1
17

1,
87

1
7,
66

0,
58

5

職
員
の
給
与
・
職
員
数

（
注
）
１
．
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
を
10
0と
し
た
場
合

　
　
　
　
　
の
地
方
公
務
員
の
給
与
水
準
を
示
す
指
数
で
す
。

　
　
　
２
．
類
似
団
体
平
均
と
は
、
人
口
規
模
、
産
業
構
造
が
類
似
し
て
い
る
団
体
の

　
　
　
　
　
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
を
単
純
平
均
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
３
．
比
較
す
る
年
齢
階
層
が
5歳
刻
み
の
た
め
、
小
さ
な
町
村
で
は
、
給
与
水
準

　
　
　
　
　
が
変
わ
ら
な
く
て
も
、
上
下
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

9
8

H
ig

as
hi

ka
w

a 
 2

01
4 

 Ja
nu

ar
y

H
ig

as
hi

ka
w

a 
 2

01
4 

 Ja
nu

ar
y



夜
間
看
護
手
当

放
射
線
業
務
従
事

手
当

⑶
 特
殊
勤
務
手
当
（
25
年
4月
1日
現
在
）

支
給
職
員

1人
当
た
り
平
均
支
給
年
額
（

24
年
度
決
算
）

手
当
の
名
称

支
給
範
囲

左
記
職
員
に
対
す
る
支
給
単
価

支
給
実
績
（

24
年
度
決
算
）

職
員
全
体
に
占
め
る
手
当
支
給
職
員
の
割
合
（

24
年
度
）

医
学
研
究
予
防

業
務
手
当

手
当
の
種
類
（
手
当
数
）

⑷
 時
間
外
勤
務
手
当

支
給
職
員

1人
当
た
り
平
均
支
給
年
額
（

24
年
度
決
算
）

支
給
実
績
（

24
年
度
決
算
）

千
円

12
,0

80
千
円

26
3

千
円

8,
02

1
円

66
8,

41
7

%
12

.4 4

往
診
手
当

東
川
町
立
診
療
所
に
勤
務
す
る
医
師
た
る
職
員
が
往
診
に

従
事
し
た
と
き

東
川
町
立
診
療
所
に
勤
務
す
る
看
護
師
た
る
職
員
が
深
夜

の
勤
務
に
従
事
し
た
と
き

東
川
町
立
診
療
所
に
勤
務
す
る
医
師
た
る
職
員
が
公
衆
衛

生
向
上
の
た
め
必
要
な
研
究
調
査
や
保
健
予
防
業
務
に
従

事
し
た
と
き

東
川
町
立
診
療
所
に
勤
務
し
専
ら
放
射
線
の
作
業
に
従
事

す
る
も
の
（
管
理
職
を
除
く
）

所
　
長
　
　
　
　
　
　
月
額

副
所
長
　
　
　
　
　
　
月
額

深
夜
勤
務
１
回
に
つ
き

診
療
放
射
線
技
師
　
　
月
額

3,3
00
円

7,0
00
円

30
0,0

00
円

28
0,0

00
円

⑸
 そ
の
他
の
手
当
（
25
年
4月
1日
現
在
）

手
当
名

内
容
及
び
支
給
単
価

国
の
制
度

と
の
異
同

国
の
制
度
と

異
な
る
内
容

支
給
実
績

（
24
年
度
決
算
）
支
給
職
員
1人
当
た
り

平
均
支
給
年
額

（
24
年
度
決
算
）

千
円

円
配
偶
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
　
　
　
　
　

　
満

16
歳
か
ら
満

22
歳
ま
で
の
子

　
１
人
に
つ
き

5,
00

0円
加
算
　
　
　
　

13
,0

00
円

6,
50

0円
11

,3
50

24
6,

73
9

扶
養
手
当

同
じ

千
円

円
世
帯
の
区
分
や
扶
養
親
族
の
数
な
ど
に
応
じ

て
支
給

51
,70

0円
～

13
1,9

00
円
（
毎
年

11
月
か
ら
翌
年

3月
ま
で
の
各
月
に
支
給
）

8,
29

5
10

2,
40

7
寒
冷
地
手
当

同
じ

千
円

円
中
学
校
第

3学
年
終
了
前
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
職
員
に
支
給

5,
52

0
25

0,
90

9
児
童
手
当

同
じ

5.
特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況
（
25
年
4月
1日
現
在
）

区
　
　
分

給
　
料
　
月
　
額
　
等

4.
職
員
の
手
当
の
状
況

⑴
 期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

⑵
 退
職
手
当
（
25
年
4月
1日
現
在
）

東
川
町

１
人
当
た
り
平
均
支
給
額
（

24
年
度
）

1,
41

8　
　
千
円
　

（
加
算
措
置
の
状
況
）

　
職
制
上
の
段
階
、
職
務
の
級

　
等
に
よ
る
加
算
措
置

（
24
年
度
支
給
割
合
）

　
期
末
手
当

　
2.

60
月
分
勤
勉
手
当

1.
35
月
分

－国

（
加
算
措
置
の
状
況
）

　
職
制
上
の
段
階
、
職
務
の
級

　
等
に
よ
る
加
算
措
置

（
24
年
度
支
給
割
合
）

　
期
末
手
当

　
2.

60
月
分
勤
勉
手
当

1.
35
月
分

東
川
町

国

（
注
１
）
　
退
職
手
当
の
１
人
当
た
り
平
均
支
給
額
は
、
前
年
度
に
退
職
し
た
全
職
種
に
係
る
職
員
に

　
　
　
　
　
支
給
し
た
平
均
額
（
定
年
退
職
、
定
年
前
退
職
、
普
通
退
職
等
含
む
）

（
注
２
）
　
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
よ
り
支
給

勤
続

20
年

勤
続

25
年

勤
続

35
年

最
高
限
度
額

そ
の
他
の
加
算
措
置
　
定
年
前
早
期
退
職
特
例
措
置

1人
当
た
り
平
均
支
給
額自
己
都
合

23
.5

0 
月
分

33
.5

0 
月
分

47
.5

0 
月
分

59
.2

8 
月
分 0円

勧
奨
・
定
年

30
.5

5 
月
分

41
.3

4 
月
分

59
.2

8 
月
分

59
.2

8 
月
分

9,
19

2千
円

（
支
給
率
）

勤
続

20
年

勤
続

25
年

勤
続

35
年

最
高
限
度
額

そ
の
他
の
加
算
措
置
　
定
年
前
早
期
退
職
特
例
措
置

　
　
　
　
　
　
　
　
（

2％
～

20
％
加
算
）

自
己
都
合

23
.5

0 
月
分

33
.5

0 
月
分

47
.5

0 
月
分

59
.2

8 
月
分

勧
奨
・
定
年

30
.5

5 
月
分

41
.3

4 
月
分

59
.2

8 
月
分

59
.2

8 
月
分

（
支
給
率
）

給 料
円 円

75
0,

00
0

59
7,

00
0

期 末 手 当

（
24
年
度
支
給
割
合
）

3.
95
月
分

報 酬
円 円 円

25
4,

00
0

19
7,

00
0

17
0,

00
0

退 職 手 当

町
　
長

副
町
長

町
　
長

副
町
長

議
　
長

副
議
長

議
　
員

議
　
長

副
議
長

議
　
員

町
　
長

副
町
長

（
支
給
時
期
）

（
算
定
方
式
）

20
.5

04
月
分

12
.9

36
月
分

任
期
満
了
時
（

4年
）

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
よ
り
支
給

千
円

円
当
該
地
域
に
お
け
る
民
間
の
賃
金
水
準
を
基

礎
と
し
、
当
該
地
域
に
お
け
る
物
価
等
を
考

慮
し
て
規
則
で
定
め
る
地
域
に
在
勤
す
る
職

員
に
支
給
（
札
幌
市

3％
、
東
京

13
％
）

43
1

43
1,

00
0

地
域
手
当

同
じ

千
円

円
13

,3
04

38
0,

11
4

管
理
職
手
当

管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ
る
職
員
に
支
給

や
や
異
な
る

課
長
等
級

9％
課
長
補
佐
等
級

7％

千
円

円
家
賃
の
額
が

12
,00

0円
を
超
え
る
借
家
等
の

場
合
　
家
賃
の
額
に
応
じ
て
町
内

21
,00

0円
、

町
外

7,0
00
円
を
限
度
に
支
給

 
  

 
 

 
7,

51
4

11
7,

40
6

住
居
手
当

や
や
異
な
る

自
宅
の
場
合

　
　

 7
,0

00
円

千
円

円
交
通
機
関
利
用
者
　
１
カ
月
当
た
り
の
運
賃

相
当
額

55
,00

0円
を
限
度
に
支
給

通
勤
距
離
に
応
じ
て
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HIGASHIKAWA TOWN NEWSま ち ・ タ ウ ン

HIGASHIKAWA TOWN NEWSま ち ・ タ ウ ン

　 昨 年 11 月 29 日 、 役 場 大 会 議 室 で 京 極

町 国 民 健 康 保 険 診 療 所 長 、 前 沢 政 次 医

師 の 地 域 医 療 講 演 会 を 開 き ま し た 。

　 北 海 道 大 学 医 学 部 の 元 医 療 シ ス テ ム

学 分 野 教 授 と し て 介 護 福 祉 分 野 と 医 療

の 連 携 研 究 な ど が 専 門 分 野 。 心 と 体 の

総 合 的 ケ ア を 行 う 地 域 医 療 と し て 介 護

福 祉 と の 連 携 医 療 を 実 践 し て い る 立 場

か ら 、 医 療 と 介 護 の 連 携 な ど を 話 し ま

し た 。

　 「 住 み 慣 れ た 家 、 友 達 、 故 郷 、 見 慣

れ た 自 然 な ど へ の 愛 着 と 、 携 わ る こ と 、

と も に あ る こ と 、 生 き て い る 意 味 （ ア

イ デ ン テ ィ テ ィ ー ） な ど 、 患 者 の 気 持

ち に 寄 り 添 う こ と が 必 要 。 し か し そ こ

に は 援 助 者 の 思 い 込 み 、 価 値 観 が

滑 り 込 み が ち 。 何 で も し て あ げ た

り 、 こ ち ら か ら 決 め つ け る の で は

な く 、 決 め ら れ な い 人 の 気 持 ち も

大 事 に す る こ と が 必 要 」

　 「 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト の 本 質 は 、

つ な が る こ と を 通 し て 、 自 分 の 生

き た い よ う に 生 き る こ と が で き る

よ う に す る 、 少 し で も 元 の 生 活 に

戻 す 、 自 分 ら し さ を 取 り 戻 し て 価

値 あ る 人 生 を 歩 ん で も ら う こ と が

大 事 」 な ど と 話 し 、 看 取 り の た め

の 医 療 と 介 護 の 連 携 、 境 遇 に 共 感

し て そ ば に い る 医 療 の 取 り 組 み を 話 し

ま し た 。

さ ん （ 30 ） 。 旭 川 市 内 に 住 む 香 織 さ ん

の お 母 さ ん （ 57 ） 、 妹 （ 28 ） の ２ 人 も

一 緒 に 来 庁 し ま し た 。

　 幼 稚 園 の 先 生 と い う 香 織 さ ん 、 「 ２

月 か ３ 月 ご ろ に 子 供 た ち に 発 表 し よ う

か な 。 び っ く り す る だ ろ う な 」 。

　 「 婚 姻 届 が 記 念 の 形 で 残 る こ と を イ

ン タ ー ネ ッ ト で 知 っ て 届 け 出 を 決 め ま

し た 。 大 安 だ っ た し … 」 と 忠 敏 さ ん 。

香 織 さ ん の 実 家 が 近 か っ た の も 決 め 手 。

　 昨 年 11 月 22 日 、 役 場 で 受 け 付 け た １

日 間 の 婚 姻 届 け 受 理 件 数 が 昨 年 の ５ 件

を ２ 倍 以 上 上 回 っ て 過 去 最 高 の 11 組 を

記 録 し ま し た 。

　 「 い い 夫 婦 の 日 」 と 読 む こ の 日 、 役

場 窓 口 は 午 前 中 か ら 大 忙 し 。 職 員 は 記

念 写 真 を 撮 っ た り 、 届 け 出 様 式 の 説 明

に 追 わ れ ま し た 。

　 最 後 の 11 組 目 は 、 横 浜 市 在 住 の 真 藤

忠 敏 さ ん （ 31 ） と 札 幌 市 内 在 住 の 香 織

　 昨 年 11 月 30 日 、 東 川 町 農

協 （ 板 谷 重 徳 組 合 長 ） は 同

農 協 ホ ー ル で 「 東 川 米 ・ ひ

が し か わ サ ラ ダ 生 産 者 の 集

い 」 を 開 き 、 出 来 秋 報 告 と

懇 親 を 行 い ま し た 。

　 稲 作 、 野 菜 生 産 農 家 約 １

５ ０ 人 が 出 席 し ま し た 。 東

川 町 稲 作 研 究 会 、 小 林 喜 一 会 長 は 「 米

は 平 年 を 上 回 る 収 量 、 野 菜 も 目 標 を 上

回 る 結 果 に な っ た 」 と あ い さ つ 。 「 こ

れ か ら は 消 費 者 の 皆 さ ん と 農 業 の 問 題

を 共 有 し な け れ ば 大 き な 改 革 は で き な

い 」 と 訴 え ま し た 。

　 席 上 、 生 産 者 学 習 会 の 講 師 と し て 出

席 し た 旭 川 食 糧 ㈱ 、 川 島 正 巳

営 業 部 長 は 、 生 産 者 の 顔 写 真

シ ー ル を 添 付 し た 米 袋 販 売 の

成 果 を 話 し ま し た 。

　 横 浜 市 場 セ ン タ ー ㈱ 、 須 藤

哲 次 社 長 は 、 首 都 圏 ド ラ ッ グ

ス ト ア で 取 り 組 み 始 め た 野 菜

販 売 、 単 身 高 齢 世 帯 の 増 加 で

注 目 さ れ て い る 中 食 商 品 （ パ ッ ケ ー ジ

そ う 菜 ・ 野 菜 、 弁 当 ） な ど 市 場 流 通 の

最 新 の 動 向 を 話 し ま し た 。

　 稲 作 研 究 会 直 播 部 の 中 條 勝 彦 さ ん は 、

コ メ の 直 播 （ ち ょ く は ん ） 栽 培 成 果 を

「 10 ㌃ 当 た り １ 万 円 の コ ス ト ダ ウ ン が

可 能 」 な ど と 発 表 し ま し た 。

平 年 上 回 る 出 来 秋 を 報 告 し た 生 産 者 の 集 い平 年 上 回 る 出 来 秋 を 報 告 し た 生 産 者 の 集 い

町 出 身 の 森 崎 さ ん 、 食 育 考 え る 講 演 会町 出 身 の 森 崎 さ ん 、 食 育 考 え る 講 演 会

医 療 の 側 か ら 見 た 介 護 と の 連 携 を 講 演医 療 の 側 か ら 見 た 介 護 と の 連 携 を 講 演

大 雪 旭 岳 源 水 の 工 場 職 員 が 初 の 仕 事 改 革 発 表 会大 雪 旭 岳 源 水 の 工 場 職 員 が 初 の 仕 事 改 革 発 表 会

　 昨 年 11 月 23 日 、 東 川

町 社 会 福 祉 協 議 会 （ 川

上 隆 司 会 長 ） が 主 催 し

て 町 農 村 環 境 改 善 セ ン

タ ー で 第 37 回 東 川 町 社

会 福 祉 大 会 を 開 き ま し

た 。

　 町 内 の 民 生 委 員 、 青

少 年 問 題 協 議 会 、 商 工

会 青 年 部 、 東 川 町 農 協

青 年 部 員 、 同 農 協 女 性

部 員 な ど 、 社 会 福 祉 関 係 各 団 体 の 会 員

ら 約 ２ ５ ０ 人 が 参 加 し ま し た 。

　 川 上 会 長 は 「 在 宅 福 祉 活 動 を 積 極 的

に 進 め て サ ー ビ ス の 高 い 福 祉 づ く り を

進 め た い 」 と あ い さ つ 。 松 岡 市 郎 町 長

は 「 今 後 は 、 自 分 自 身 を 高 め 、 研 さ ん

す る 図 書 館 な ど 学 習 す る 社 交 の 場 、 有

償 ボ ラ ン テ ィ ア と し て 福 祉 に 貢 献 す る

新 し い 社 交 の 場 が 必 要 」 な ど と 社 会 福

祉 協 議 会 と の 一 層 の 連 携 を 示 唆 し ま し

た 。

　 会 場 で は 市 村 と も か さ ん （ 東 川 小 ６

年 ） 、 松 田 梨 緒 さ ん （ 東 川 第 三 小 同 ） 、

伊 藤 純 樹 さ ん （ 東 川 中 ２ 年 ） 、 東 理 恵

さ ん （ 旭 川 福 祉 専 門 学 校 １ 年 ） の ４ 人

が 福 祉 作 文 を 発 表 。 Ｎ Ｐ Ｏ （ 特 定 非 営

利 活 動 ） 法 人 北 海 道 総 合 福 祉 研 究 セ ン

タ ー 、 五 十 嵐 教 行 理 事 長 が

記 念 講 演 し ま し た 。

　 席 上 、 社 会 福 祉 活 動 に 貢

献 の あ っ た 11 個 人 ３ 団 体 を

表 彰 し ま し た （ 敬 称 略 ） 。

▼ 町 社 会 福 祉 協 議 会 長 表 彰

　 安 井 洋 子 、 丸 谷 泰 寛 、 金

沢 恵 み

▼ 感 謝 状 　 宇 髙 裕 子 、 長 沢

陽 子
▼ 北 海 道 共 同 募 金 会 会 長 感

謝 状 　 東 川 町 赤 十 字 奉 仕 団 、 東 川 町 農

協 、 東 川 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ

▼ 日 本 赤 十 字 社 東 川 町 分 区 長 感 謝 状 　

傳 住 惠 子 、 湯 浅 ヒ デ 子 、 川 合 多 恵 子

▼ 東 川 町 赤 十 字 奉 仕 団 40 周 年 記 念 感 謝

状 　 米 田 和 子 、 平 﨑 聰 子 、 傳 住 惠 子

森 崎 博 之 さ ん が 講 演 し ま し た 。

　 祖 父 母 が 町 内 で 稲 作 農 家 だ っ た と い

い 、 東 川 町 観 光 大 使 に 就 任 。 「 食 」 に

対 す る こ だ わ り を 大 事 に し て い ま す 。

食 べ 物 を 通 し て 感 謝 の 気 持 ち を 持 つ こ

と の 大 切 さ を 中 心 に 、 「 食 べ て 愛 か な

う 、 食 べ て 愛 実 る 、 と い う こ と を 忘 れ

ず に 。 あ り が と う 、 と 感 謝 す る こ と が 、

な り た い 夢 の 実 現 に つ な が る 」 な ど と

語 り か け ま し た 。　 昨 年 11 月 26 日 、 町 農 村 環 境 改 善 セ ン

タ ー で 町 が 主 催 し て 人 権 啓 発 講 演 会 を

開 き ま し た 。

　 町 内 の 小 学 校 ４ 年 生 以 上 中 学 ２ 年 生

ま で の 児 童 、 生 徒 ら ３ ５ ０ 人 が 集 ま り

ま し た 。 「 食 育 か ら 学 ぶ 思 い や り 」 と

題 し て 、 東 川 出 身 の 俳 優 、 タ レ ン ト の

　 昨 年 11 月 28 日 、 ㈱ 大 雪 旭

岳 水 資 源 保 全 セ ン タ ー （ 吉

田 洋 一 社 長 ） が 役 場 大 会 議

室 で 同 社 社 員 の 仕 事 改 革 発

表 会 を 開 き ま し た 。

　 町 、 東 川 町 農 協 、 生 活 協

同 組 合 コ ー プ さ っ ぽ ろ 、 ㈱

東 洋 実 業 の ４ 社 が 出 資 し て

「 大 雪 旭 岳 源 水 」 ペ ッ ト ボ

ト ル 製 品 の 製 造 出 荷 す る 工

場 と し て 東 川 町 ノ カ ナ ン に 建 設 。 昨 年

１ 月 か ら 稼 働 開 始 し ま し た 。 同 ９ 月 期

ま で に 早 く も 累 計 40 万 本 を 製 造 出 荷 。

社 員 の 仕 事 改 革 へ の 取 り 組 み 発 表 を 公

開 形 式 で 行 い ま し た 。

　 國 井 晃 工 場 長 、 大 村 雅 文 副 工 場 長 と

各 部 門 マ ネ ジ ャ ー 合 わ せ て ６ 人 が 登 壇

「 い い 夫 婦 の 日 」 に 婚 姻 届 け 受 理 記 録 更 新「 い い 夫 婦 の 日 」 に 婚 姻 届 け 受 理 記 録 更 新

安 心 し て 暮 ら せ る 住 み よ い ま ち づ く り 目 指 し て安 心 し て 暮 ら せ る 住 み よ い ま ち づ く り 目 指 し て

し ま し た 。

　 品 質 管 理 マ ネ ジ ャ ー 、

高 橋 卓 さ ん の 発 表 は 、

コ ー プ さ っ ぽ ろ 札 幌 本 部

の 発 表 会 で 理 事 長 賞 受 賞

し た 内 容 。 ボ ト ル キ ャ ッ

プ の 装 着 不 良 改 善 、 コ ン

ベ ア か ら の ボ ト ル 転 倒 防

止 、 品 質 管 理 強 化 対 策 と

と も に 、 今 後 の 個 人 目 標 、

今 後 の 業 務 改 善 目 標 を 具 体 的 に 示 し た

点 が 評 価 さ れ た よ う で す 。

　 操 業 ８ カ 月 目 で 早 く も 単 月 黒 字 化 を

達 成 で き た 構 造 改 革 と 年 間 千 万 本 の 生

産 体 制 実 現 に 向 け た 取 り 組 み な ど 、 各

部 門 と も 積 極 的 な 改 善 策 を 発 表 し ま し

た 。
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HIGASHIKAWA TOWN NEWSま ち ・ タ ウ ン

HIGASHIKAWA TOWN NEWSま ち ・ タ ウ ン

　 東 神 楽 町 忠 栄 地 区 の

忠 栄 公 民 館 向 か い （ 東

神 楽 町 19 号 ） に 、 東 川 、

東 神 楽 両 町 で 共 同 運 営

の 子 ど も 発 達 支 援 セ ン

タ ー 「 お ひ さ ま 」 （ 千

田 浩 一 朗 セ ン タ ー 長 ）

が 誕 生 し ま し た 。 昨 年

12 月 19 日 、 山 本 進 東 神

楽 町 長 、 松 岡 市 郎 町 長

と 両 町 の 議 会 議 員 ら が

出 席 し て 開 所 を 祝 い ま

し た 。

　 旧 忠 栄 保 育 園 施 設 を 利 用 し て 開 設 し

て い た 「 お ひ さ ま 教 室 」 （ 平 成 ６ 年 開

設 、 同 18 年 か ら 改 組 ） を 、 子 供 の 療 育 、

発 達 を サ ポ ー ト す る 施 設 と し て 全 面 リ

ニ ュ ー ア ル し ま し た 。

　 乳 幼 児 健 診 な ど で 育 ち に 不 安 が あ る

子 を 中 心 に 、 週 １ 回 （ １ 時 間 程 度 ） 通

所 し 、 遊 び を 通 し て 発 達 を 促 す 療 育 指

導 を 受 け る こ と が で き ま す 。 心 身 の 発

達 段 階 に 寄 り 添 っ て 、 母 子 と も に 安 心

で き る よ う 子 育 て 支 援 し ま す 。

　 最 大 の 特 徴 は 、 防 音 室 に 聴 力 検 査 機

器 を 備 え 、 言 語 聴 覚 士 が 聴 力 検 査 で き

る こ と 。 言 葉 の 発 達 基 礎 と な る 聴 覚 機

能 チ ェ ッ ク が 身 近 の 施 設 で 可 能 に な り

ま し た 。

　 感 覚 統 合 、 体 の バ ラ

ン ス 感 覚 を 養 う た め に 、

７ 種 の つ り さ げ 遊 具 な

ど ９ 種 類 の 遊 具 を 備 え

充 実 し た プ レ ー ル ー ム

も 出 来 ま し た 。

　 両 町 で 総 事 業 費 約 ２

億 ４ 千 ５ ０ ０ 万 円 を ２

分 の 1 ず つ 負 担 し 、 約

４ 千 ６ ０ ０ 平 方 ㍍ の 敷

地 に 木 造 サ イ デ ィ ン グ

平 屋 建 て 延 べ 約 ５ ０ ０ 平 方 ㍍ の 建 物 を

建 設 し ま し た 。 現 在 １ 歳 か ら 小 学 校 ３

年 生 ま で 74 人 が 通 っ て い ま す 。

を 食 べ た い 、 と 思 わ せ る も の が ブ ラ ン

ド 力 。 価 値 を ど う つ け る か 、 大 切 さ を

ど う 意 味 づ け す る か が 違 い に な る 」 な

ど と 提 言 。

　 参 加 者 は ９ グ ル ー プ に 分 か れ て 東 川

の 「 い い と こ ろ 」 「 悪 い と こ ろ 」 「 住

み や す い と こ ろ 」 「 住 み に く い と こ ろ 」

な ど を 抽 出 し な が ら 、 ま ち の 価 値 を 高

め る ブ ラ ン ド づ く り 、 ま ち づ く り を 話

し 合 い ま し た 。

　 昨 年 12 月 14 、 15 の 両 日 、 天 人 峡 温 泉

で 町 な ど が 主 催 し て 次 世 代 ま ち づ く り

連 携 セ ミ ナ ー を 開 き ま し た 。

　 役 場 、 農 協 職 員 、 農 業 後 継 者 な ど 町

内 の 40 歳 未 満 約 90 人 が 集 ま り 、 １ 泊 ２

日 で 懇 親 し な が ら 異 業 種 交 流 し ま し た 。

　 講 師 の 東 徹 立 教 大 学 教 授 は 、 町 の ブ

ラ ン ド づ く り と 地 域 資 源 、 ま ち づ く り

な ど を テ ー マ に 「 た だ の お い し い メ ロ

ン を 食 べ た い の で は な く 、 夕 張 メ ロ ン

　 旭 川 市 内 の 眼 科 医 、 五

十 嵐 良 さ ん （ 72 ） ＝ 旭 川

市 ２ 条 通 ７ 丁 目 ＝ が 、 長

年 愛 用 の カ メ ラ 、 交 換 用

レ ン ズ 、 三 脚 、 ス ト ロ ボ

な ど 写 真 用 品 一 式 を 町 に

寄 贈 し て く れ ま し た 。

　 昨 年 12 月 12 日 、 写 真 機

材 を 役 場 に 持 参 し ま し た 。

国 産 の フ ィ ル ム 高 級 一 眼

レ フ カ メ ラ 、 交 換 用 レ ン ズ 、 ビ デ オ カ

メ ラ 、 三 脚 な ど 27 点 。 医 師 と し て 欠 か

せ な い 患 部 撮 影 用 の メ デ ィ カ ル レ ン ズ

と い う 特 殊 用 途 の 機 材 も 。

　 「 古 い ボ デ ィ ー か ら ず っ と 保 存 し て

い る 。 写 真 甲 子 園 で も 頑 張

っ て い る し 、 東 川 町 な ら … 」

と 松 岡 市 郎 町 長 に 長 年 大 事

に し て き た 品 々 を 託 し ま し

た 。

　 「 蛍 光 眼 撮 影 と か 、 造 影

剤 を 入 れ た 撮 影 が 必 要 で 、

仕 事 と し て 写 真 を 撮 ら な け

れ ば な ら ず 、 学 会 で 発 表 す

る た め に ず い ぶ ん 使 い ま し

た 」 と 愛 用 の 品 々 の 思 い 出 を 話 し ま し

た 。

　 松 岡 町 長 は 「 写 真 な ど 文 化 の 拠 点 整

備 を 考 え て い ま す 」 な ど と 愛 用 機 材 の

寄 贈 に 感 謝 し ま し た 。

五 十 嵐 医 師 、 愛 用 の 写 真 機 材 を 町 に 寄 贈五 十 嵐 医 師 、 愛 用 の 写 真 機 材 を 町 に 寄 贈

強 盗 だ ！ 　 備 え て 万 全 、 農 協 で ４ 年 ぶ り 訓 練強 盗 だ ！ 　 備 え て 万 全 、 農 協 で ４ 年 ぶ り 訓 練

共 同 運 営 の 子 ど も 発 達 支 援 セ ン タ ー共 同 運 営 の 子 ど も 発 達 支 援 セ ン タ ー

世 界 各 地 の 行 事 を 体 験 〜 め だ か ク ラ ブ の ク リ ス マ ス世 界 各 地 の 行 事 を 体 験 〜 め だ か ク ラ ブ の ク リ ス マ ス

　 昨 年 12 月 15 日 、 台 湾 ・ 台 北 市 内 の ホ

テ ル で 、 東 川 町 で 日 本 語 研 修 し た 同 窓

生 ら 約 ２ ３ ０ 人 が 集 ま っ て 初 め て の 同

窓 会 を 開 き ま し た 。 町 か ら 松 岡 市 郎 町

長 、 町 議 会 議 員 、 同 研 修 講 座 の 日 本 語

教 員 ら 約 30 人 が 出 席 。 同 窓 会 の 台 湾 東

川 会 が 発 足 し ま し た 。

　 第 26 回 写 真 の 町 東 川 賞 の 海 外 作 家 賞

を 受 賞 し た チ ン ・ パ オ （ 陳 敬 寶 ） さ ん 、

台 湾 出 身 の 女 優 、 ビ ビ ア ン ・ ス ー さ ん

の お 母 さ ん で 原 住 民 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

の チ ョ ウ ・ シ ュ ウ ガ （ 張 琇 雅 ） さ ん ら

の 姿 も 。 な つ か し い 顔 ぶ れ が そ ろ っ て

思 い 出 を 語 り 合 い 、 東 川 フ ァ ン ク

ラ ブ と し て 相 互 交 流 を 深 め る こ と

を 誓 い ま し た 。

　 東 川 町 の 外 国 人 日 本 語 研 修 制 度

は 、 ２ ０ ０ ９ （ 平 成 21 ） 年 に 始 ま

り ま し た 。

　 東 川 町 日 本 語 研 修 講 座 の 修 了 生

は 延 べ ６ ５ ６ 人 （ 昨 年 12 月 現 在 ） 。

台 湾 か ら の 研 修 生 が 最 多 で 、 小 学

生 か ら 65 歳 ま で ３ ０ ０ 人 。 次 い で

韓 国 延 べ ２ ３ ９ 人 （ 中 、 高 校 生 ） 、

ほ か に 中 国 、 ラ ト ビ ア か ら も 来 町

し 、 今 年 か ら は タ イ か ら も 年 間 ２

０ ０ 人 以 上 来 町 予 定 で す 。

突 き 付 け ま し た 。 「 金 を 出 せ 、 早 く し

ろ ！ 」 。

　 訓 練 は ４ 年 ぶ り 。 ほ と ん ど の ス タ ッ

フ に と っ て は 初 め て の 訓 練 で す 。

　 犯 人 逃 走 後 、 人 相 、 着 衣 の 特 徴 を 書

き 出 し て 犯 人 像 を 特 定 す る ま で が 訓 練

の 内 容 。 と は い う も の の 、 観 察 メ モ に

は 黒 づ く め の 犯 人 の 姿 を 「 白 い シ ャ ツ 」

と 書 い て あ る な ど 、 意 外 と あ い ま い な

記 憶 の 不 確 か さ が 浮 き 彫 り に な っ た よ

う 。 こ の 日 の 結 果 を 今 後 の 対 応 に 生 か

す こ と に し て い ま す 。　 「 金 を 出 せ ！ 」 。 農 協 の 金 融 店 舗 に

短 銃 を 持 っ た 強 盗 が ― 。

　 金 融 機 関 の 歳 末 特 別 警 戒 期 間 中 の 昨

年 12 月 ５ 日 、 東 川 町 農 協 （ 板 谷 重 徳 組

合 長 ） の 本 所 金 融 店 舗 に 短 銃 強 盗 、 と

い う 想 定 で 強 盗 訓 練 が 行 わ れ ま し た 。

　 午 後 ４ 時 半 、 営 業 を 終 え た 店 舗 に 一

人 の 若 い 男 が … 。 カ ウ ン タ ー に 近 づ く

と 、 窓 口 の 女 性 職 員 に い き な り 短 銃 を

　 昨 年 12 月 14 日 、 農 村

環 境 改 善 セ ン タ ー で め

だ か ク ラ ブ が ク リ ス マ

ス 会 を 開 き ま し た 。

　 「 世 界 中 の ク リ ス マ

ス 」 と 題 し て 、 ア メ リ

カ 、 北 欧 、 ア フ リ カ の

ク リ ス マ ス 行 事 を 楽 し み ま し た 。

　 サ ン タ ク ロ ー ス は 、 東 神 楽 町 の 英 語

指 導 助 手 （ Ａ Ｌ Ｔ ） 、 デ ル ー ・ マ イ ケ

ル さ ん 。 「 ホ ー ッ 、 ホ ー ッ 、 ホ ー ッ 」

と 登 場 す る と 、 す ぐ に 子 ど も た ち が 取

り 囲 ん で 人 気 者 。

　 ス ノ ー マ ン の オ ー ナ メ ン ト 作 り や 北

欧 ス カ ン ジ ナ ビ ア 地 方 の ク リ ス マ ス デ

初 の 異 業 種 交 流 ま ち づ く り セ ミ ナ ー初 の 異 業 種 交 流 ま ち づ く り セ ミ ナ ー

東 川 で 日 本 語 学 ん だ 研 修 卒 業 生 が 台 湾 で 初 の 同 窓 会東 川 で 日 本 語 学 ん だ 研 修 卒 業 生 が 台 湾 で 初 の 同 窓 会

ザ ー ト ・ ラ イ ス プ

デ ィ ン グ を 食 べ な が

ら 、 絵 本 読 み 聞 か せ

も 楽 し み ま し た 。

　 ジ ャ ン ベ ク ラ ブ 旭

川 （ 田 村 正 和 代 表 ）

は ア フ リ カ の 打 楽 器

ジ ェ ン ベ （ ジ ャ ン ベ 、 、 ジ ン ベ と も い

う ） を 演 奏 。 そ の 不 思 議 な リ ズ ム と 踊

り も 楽 し み ま し た 。

　 町 の Ａ Ｌ Ｔ 、 カ リ ン ・ ス ト ロ ム さ ん 、

ス テ ー シ ー ・ フ ジ カ ワ さ ん 、 カ ト リ ー

ナ ・ カ イ ラ さ ん と 、 国 際 交 流 員 （ Ｃ Ｉ

Ｒ ） の ウ ナ ・ ヴ ォ ル コ ヴ ァ さ ん の 4 人

が 中 心 に な っ て 企 画 し ま し た 。
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松 岡 　 今 日 は 異 業 種 ３ 人 の 方 に お 集

ま り い た だ き ま し た 。 お 話 を 進 め る

た め に 、 簡 単 に 自 己 紹 介 を お 願 い し

ま す 。
住 友 　 私 は 、 旭 川 医 科 大 学 第 一 内 科

に 勤 務 し て お り ま す 。 大 学 で は 、 前

任 の 中 頓 別 町 国 民 健 康 保 険 病 院 勤 務

の 経 験 を 生 か し て 地 域 医 療 教 育 と 地

域 医 療 再 生 の 研 究 を し て い ま す 。 豊

か な 自 然 環 境 を 健 康 づ く り と ま ち づ

く り に 応 用 す る 研 究 も し て い ま す 。

　 森 林 療 法 は 、 森 を 歩 い て 元 気 に な

る 、 と い う 簡 単 な 図 式 な ん で す が 、

本 当 に そ う な る か ど う か 、 と い う の

は 、 当 時 ま だ 誰 も 確 認 し た 人 が い ま

せ ん で し た 。 住 民 の 皆 さ ん と 一 緒 に

森 を 歩 い て 、 心 電 図 を 測 定 す る 、 血

液 を 採 ら せ て い た だ く 、 と 科 学 的 な

分 析 を 行 い ま し た 。

　 そ の 結 果 、 森 を 歩 く と 自 律 神 経 の

ペ ー ス で 歩 か れ る と 良 い と 思 い ま す 。

松 岡 　 あ る 先 生 が 東 川 の 山 の 中 に 家

を 建 て て 、 旭 川 か ら 引 っ 越 し て き た

ん で す 。 一 番 変 わ っ た こ と は 熟 睡 で

き る と い う ん で す 。 そ れ も 森 林 浴 の

効 果 で し ょ う か 。

住 友 　 そ れ は あ る と 思 い ま す 。 過 去

に 行 っ た 研 究 で す が 、 24 時 間 の 心 電

図 を 付 け て 参 加 者 に 歩 い て も ら っ た

こ と が あ り ま す 。 心 電 図 解 析 結 果 か

ら 、 森 の 中 に 入 っ た 後 、 自 律 神 経 の

バ ラ ン ス が 改 善 す る 事 が 分 か り ま し

た 。 興 奮 し た 時 に 働 く 交 感 神 経 が 抑

え ら れ る 。 そ れ は 夜 間 ほ ど 顕 著 で し

た 。 こ の 結 果 か ら 森 歩 き の 後 は 熟 睡

で き る と 推 測 さ れ ま す 。

松 岡 　 今 団 塊 の 世 代 が 65 歳 の 高 齢 化

時 代 に 入 っ て き つ つ あ り ま す か ら 、

そ う い う 世 代 の 人 た ち が 重 い 病 気 に

か か ら な い よ う に 、 あ る い は 持 病 を

治 す た め に 森 に 行 く こ と が 大 切 か も

し れ ま せ ん ね 。

住 友 　 健 康 づ く り の 観 点 で 森 を 活 用

す る こ と は 十 分 考 え ら れ ま す が 、 皆

さ ん な か な か で き ま せ ん よ ね 。 森 に

行 き た い と 思 え る よ う に す る た め に

は 森 を 楽 し む 企 画 が 必 要 で す 。 楽 し

い こ と が あ れ ば 、 ま た 行 っ て み よ う

か な 、 と リ ピ ー タ ー に な っ て 、 気 が

付 い た ら 「 血 圧 が 高 く な い ん だ よ ね 」

と い う の が 理 想 的 だ と 思 い ま す 。

小 林 　 大 人 の 方 が 興 味 の 出 る の は 、

花 、 鳥 、 リ ス な ど の 小 動 物 で す 。 あ

の リ ス に 会 い に 行 こ う 、 あ の 風 景 を

バ ラ ン ス が 改 善 し て 血 圧 が 良 く な る 、

癒 し 効 果 が あ る 、 認 知 機 能 が 良 く な

る こ と を 見 つ け ま し た 。 少 し 物 忘 れ

が あ る と い う 方 が 森 を 歩 く と 、 脳 が

刺 激 さ れ て 認 知 機 能 が 良 く な る 傾 向

が 認 め ら れ て い ま す 。

　 こ の 成 果 を 町 民 全 体 に 広 げ て 町 の

健 康 度 を 上 げ た い 、 と 始 め た の が 森

林 ウ ォ ー キ ン グ で す 。

　 北 海 道 医 療 統 計 の 中 で 、 森 林

ウ ォ ー キ ン グ を 開 始 後 中 頓 別 町 の 脳

卒 中 死 亡 率 が 年 々 減 少 し て い る こ と

が 示 さ れ て い ま す 。 町 民 の 皆 さ ま が

真 面 目 に 健 康 づ く り に 協 力 し て く だ

さ っ た か ら と 思 っ て い ま す 。

　 皆 さ ん 、 少 子 超 高 齢 化 に よ り 老 人

医 療 費 が 増 え る と い う イ メ ー ジ を 持

た れ て い ま す 。 過 去 20 年 間 の 寿 命 の

延 び と 医 療 費 、 経 済 活 動 に つ い て 調

査 し た ア メ リ カ の 研 究 成 果 に よ る と 、

寿 命 が 延 び た こ と に よ り 医 療 費 は 増

え ま す が 、 経 済 効 果 が そ の ４ 倍 も あ

っ た そ う で す 。 つ ま り 、 元 気 な お 年

寄 り が 増 え る と 経 済 効 果 が 大 き い と

い う こ と で す 。

　 で す か ら 皆 さ ん に も 、 人 生 を

楽 し ん で い た だ く 手 段 と し

も う 一 度 見 に 行 こ う と い う

ほ う が い い と 思 い ま す 。

山 森 　 健 康 づ く り に 良 い と 頭 で は 分

か っ て い て も 、 私 た ち は や り た く な

い 、 食 べ て 寝 て い た い 、 と 思 っ て い

ま す 。 し か し か わ い い 動 物 に 会 い た

い 、 と い う 動 機 は 誰 に で も 当 て は ま

り ま す 。

　 実 は キ ト ウ シ 森 林 公 園 の 中 で は 、

動 物 、 野 鳥 が 来 る 環 境 を 作 っ て い ま

す 。 ド ン グ リ 、 ク ル ミ 、 ナ ナ カ マ ド

の 木 を ど ん ど ん 植 え て い ま す 。 昨 年

は 道 路 沿 い に ギ ン ザ ン マ シ コ と い う

野 鳥 が 来 て い ま し た 。 こ れ を ブ ロ グ

に 載 せ た ら 、 た く さ ん の 野 鳥 フ ァ ン

が 全 国 か ら 写 真 を 撮 り に 来 て い ま し

た 。
松 岡 　 最 初 は 森 で 楽 し む と い う こ と

で す が 、 科 学 的 な 根 拠 を 示 す た め に 、

て ぜ ひ 森 歩 き を 楽 し ん で い た だ き た

い 。 元 気 に な っ て 病 気 に な ら な い こ

と 。 そ う す れ ば 働 き 続 け る こ と が で

き ま す し 、 趣 味 を 楽 し む こ と も で き

ま す 。 お 孫 さ ん と の 楽 し い 時 間 も 持

て ま す 。

小 林 　 私 た ち ね お す は 、 自 然 体 験 活

動 の 専 門 技 術 を 持 つ N P O で す 。 楽

し く 、 安 全 な 野 外 活 動 を 幼 児 か ら 最

高 80 代 ま で の 方 た ち に 提 供 し て き ま

し た 。 学 校 の 単 元 に 合 っ た 内 容 、 障

害 を 持 っ た 方 は そ れ に 合 わ せ た

フ ィ ー ル ド や 内 容 に ア レ ン ジ も で き

ま す 。

　 今 、 発 達 障 害 な ど の 理 由 で 、 学 校

で 受 け 止 め き れ な い 子 供 が 増 え て い

ま す が 、 そ う い う 子 が 森 に 行 く と 、

実 は も の す ご く 木 登 り が 得 意 だ っ た

り 、 生 き る 力 が 強 か っ た り 、 森 で は

ヒ ー ロ ー に な れ る 場 面 が 出 て く る ん

で す 。 森 に 行 っ て 自 信 を 持 つ と 、 日

常 生 活 も 良 く 送 る こ と が で き る よ う

で す 。 子 供 に と っ て も プ ラ ス の 効 果

は あ る と 考 え て い ま す 。

山 森 　 東 川 振 興 公 社 で は 、 キ ト ウ シ

森 林 公 園 に 人 が 来

て く れ る よ う

そ の 後 の 調 査

を 何 年 か 続 け る こ と

に な る の で す よ ね 。 わ れ わ れ が 森 と

親 し む 事 業 を 展 開 す る 場 合 、 住 友 先

生 に は 積 極 的 に 支 援 を い た だ け る の

で し ょ う か 。

住 友 　 町 と し て 取 り 組 む 時 に は サ

ポ ー ト し た い と 思 い ま す 。 森 林 浴 が

健 康 づ く り に 良 い と い う 科 学 的 根 拠

を 積 み 上 げ て 、 全 国 に 先 駆 け た 展 開

を し て い き た い と 考 え て い ま す 。 そ

の モ デ ル 事 業 と し て 東 川 町 で 成 功 す

れ ば 非 常 に 良 い と 考 え て い ま す 。

　 昨 年 、 カ ナ ダ で 「 30 × 30 プ ロ ジ ェ

ク ト 」 と い う の が あ り ま し た 。 一 日

の う ち に 30 分 間 外 に 出 よ う と い う も

の で す 。 森 に 行 っ て も い い し 、 ハ イ

キ ン グ に 行 っ て も い い 。 ６ 千 人 が 参

加 し た そ う で す が 、 そ の 人 た ち の 幸

に す る た め に ニ セ ウ の 森 づ く り 構 想

を 立 ち 上 げ ま し た 。

　 リ ス や 小 動 物 、 野 鳥 が 住 み や す い

環 境 を 作 り 、 そ の 環 境 を 活 用 し て 公

園 に 来 て も ら い た い 、 と い う の が 狙

い で す 。 そ の 第 一 歩 と し て 従 業 員 の

写 真 展 を 始 め ま し た 。 今 ま で 自 然 に

ま っ た く 興 味 な か っ た 従 業 員 が 、 た

っ た １ 枚 の 写 真 を 撮 る た め に 公 園 の

自 然 を 意 識 を す る よ う に な っ た 。 そ

ん な 時 に 住 友 先 生 と の 出 会 い が あ っ

た わ け で す 。 今 後 ま す ま す そ の 展 開

を 発 展 さ せ た い と 思 っ て い ま す 。

松 岡 　 森 が 人 々 を 健 康 に す る と い う

こ と で す が 、 た だ 単 に 歩 く わ け で は

な い ん で し ょ う ね 。

住 友 　 単 純 に 森 に 入 っ て も 良 い 効 果

は 出 る の で す が 、 楽 し む こ と が 重 要

で す 。 寝 転 が っ て 樹 冠 の 風 景 を 眺 め

て み る 、 木 に 抱 き 付 い て み る 、 葉 っ

ぱ を 触 っ て み る 、 写 真 を 撮 り な が ら

歩 い て み る 、 と 楽 し み な が ら 歩 く こ

と で 最 大 限 に 効 果 が 引 き 出 さ れ ま す 。

ノ ル マ を 課 し た 歩 き 方 を し た こ と が

あ り ま し た が 、 確 か に 若 い 人 の 血 圧

は 下 が る の で す が 、 年 配 の 方 、 足 腰

の 悪 い 方 は 逆 効 果 だ っ た 。 ご 自 分 の

福 度 、 健 康 観 が 非 常 に 向 上 し た と い

う 結 果 が 出 て い ま す 。

　 １ カ 月 の 期 間 中 、 屋 内 の 時 間 が 減

っ て 、 外 で 過 ご す 時 間 が 増 え 、 カ ナ

ダ 国 民 の 健 康 意 識 が 変 わ っ て 幸 福 度

が 上 が っ た そ う で す 。 森 に 行 く 時 間

が 増 え る と 、 な ん と な く 幸 せ な 気 分

で い ら れ る 。 メ ン タ ル 的 に も 仕 事 上

で も 、 い ろ い ろ な 意 欲 に つ な が っ て

い き 、 住 民 の 皆 さ ん の Ｑ Ｏ Ｌ （ 生 活

の 質 ） を 向 上 す る 方 法 と し て 貢 献 で

き る と 考 え て い ま す 。 東 川 町 の 方 を

対 象 に 、 「 30 × 30 プ ロ グ ラ ム 」 を や

っ て み た い と 思 っ て い ま す 。

　 ご 家 庭 で 使 う よ う な 血 圧 測 定 器 を

振 興 公 社 の 事 務 室 に 用 意 し て 、 公 園

に 来 た 時 に 計 っ て い た だ く 。 毎 日 や

ら な く て も 出 来 る 時 で い い ん で す 。

松 岡 　 高 齢 者 ば か り で な く 子 供 の う

新 春 座 談 会新 春 座 談 会新 春 座 談 会
　 新 年 あ け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 。 東 川 町 は 今 年 、 開 拓 １ ２ ０ 年 、 大 雪 山 国 立 公 園

指 定 80 年 を 迎 え ま す 。 そ こ で 今 年 は 、 町 の 貴 重 な 資 産 「 豊 か な 森 と 自 然 」 に 着 目 し 、 森 林

療 法 を 研 究 し て い る 住 友 和 弘 医 師 、 森 ガ イ ド と 自 然 体 験 事 業 な ど を 企 画 運 営 し て い る Ｎ Ｐ

Ｏ （ 特 定 非 営 利 活 動 ） 法 人 ね お す ・ 大 雪 山 自 然 学 校 の 小 林 峻 代 表 、 キ ト ウ シ 森 林 公 園 を 運

営 し て い る 山 森 敏 晴 東 川 振 興 公 社 会 長 の ３ 人 に ご 出 席 い た だ き 、 森 の 活 用 に つ い て お 話 し

い た だ き ま し た 。 （ 司 会 と 進 行 は 町 長 、 松 岡 市 郎 ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 文 中 敬 称 略 ）
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ち か ら 森 の 中 で 遊 ぶ 、 森 へ 行 く と い

う 習 慣 を つ け る こ と も 大 切 だ と 思 い

ま す 。 ど の く ら い の 年 齢 の 子 か ら を

対 象 に し て お ら れ る の か … 。

住 友 　 国 土 緑 化 推 進 機 構 の 千 人 規 模

の ア ン ケ ー ト 結 果 を 見 る と 、 幼 少 の

こ ろ に 自 然 環 境 に 親 し ん で い た 方 、

小 学 校 の こ ろ に 校 舎 が 木 造 だ っ た 方

は 、 大 人 に な っ て も メ タ ボ に な り に

く い 、 と い う 結 果 が 出 て い ま す 。 子

供 の こ ろ か ら 森 に 行 く 習 慣 が で き る

と 、 大 人 に な っ て か ら も ア ウ ト ド ア

ラ イ フ に 親 し む よ う で す 。

小 林 　 私 た ち は 3 歳 か ら 参 加 で き る

森 の 幼 稚 園 を 実 施 し て い ま す 。 キ ト

ウ シ 森 林 公 園 の キ ャ ン プ 場 は 下 草 を

刈 っ て あ る の で 見 通 し が 良 い 。 幼 児

に と っ て 安 心 で き る 環 境 な の で す 。

森 で 子 供 た ち は 輝 き ま す 。 木 の 実 や

葉 っ ぱ 集 め 、 お 花 摘 み な ど キ ト ウ シ

の 森 は 最 適 で す 。

　 不 思 議 な 造 形 物 を 見 つ け た り 、 小

さ な 虫 に 興 味 を 持 っ た り 、 未 知 の も

の へ の 好 奇 心 を 育 み ま す 。 結 果 的 に

で す が 、 体 験 活 動 を し た 子 供 た ち の

方 が 学 力 も 高 く な る よ う で す 。 体 力

的 に も 良 い 効 果 が あ る よ う で す 。

松 岡 　 キ ト ウ シ は 、 子 供 さ ん か ら 高

齢 者 ま で 利 用 で き る 魅 力 を 持 っ て い

と し て 森 林 の 持 っ て い る 力 を 加 え る 、

と ね … 。 （ 笑 ）

　 今 、 東 川 小 学 校 の グ ラ ウ ン ド 周 辺

に 木 を 植 え て 散 策 で き る よ う に し よ

う と 思 っ て い ま す 。 近 ご ろ ウ ズ ベ キ

ス タ ン に 行 っ て き ま し た が 、 町 全 体

が 公 園 と 思 う ほ ど 緑 が 多 い 。 何 年 か

前 か ら 一 人 ３ 本 木 を 植 え て 森 づ く り

し よ う 、 と 運 動 を し て い ま す が 、 そ

う い う こ と を も っ と 進 め な け れ ば な

ら な い で す よ ね 。

住 友 　 企 業 の 協 力 を ど う 使 っ て い く

か も 必 要 で す 。 例 え ば 皆 さ ん が 使 っ

て い る ス マ ホ （ ス マ ー ト フ ォ ン ） に

は 、 何 歩 歩 い て 何 キ ロ カ ロ リ ー 消 費

と い う ば か り で な く 、 最 近 で は 新 商

品 で 心 電 図 を 測 れ る 、 そ し て 自 分 の

ス マ ホ に 記 録 で き る と い う も の が あ

る ん で す 。

　 ま と も に 買 う と 高 価 で す 。 無 償 で

配 る こ と は で き な い で す が 、 良 い と

こ ろ は 、 自 分 の 歩 い た 心 電 図 記 録 を

自 分 の ス マ ホ に 記 録 で き る こ と で す 。

そ れ を 私 の パ ソ コ ン に 送 っ て も ら う

と 、 皆 さ ん の 心 電 図 解 析 が 出 来 ま す 。

　 と こ ろ で ス マ ホ に は 、 指 を 当 て る

と あ な た の ス ト レ ス は ど の く ら い で

す 、 と 表 示 が 出 る も の も あ る ん で す

が 、 そ れ を も っ と 分 か り や す く し て

る 最 高 の 場 所 の よ う で す ね 。 今 ま で

と は 視 点 を 変 え た 取 り 組 み が 必 要 で

す ね 。
山 森 　 と こ ろ で 、 私 ど も で 今 悩 ん で

い る の は 冬 で す 。 冬 は 子 供 た ち が 外

に 出 な い 。 大 人 も 外 に 出 な い 。 森 は

冬 に 健 康 効 果 が あ る の で し ょ う か 。

住 友 　 旭 川 市 内 の 公 園 で 夏 か ら 森 の

香 り を 測 っ て い ま す が 、 秋 に か け て

香 り は 確 か に だ ん だ ん 減 っ て く る 。

し か し ゼ ロ に は な ら な い ん で す 。 ト

ド マ ツ な ど 常 緑 樹 は 、 冬 の 間 も 数

パ ー セ ン ト か ら 10 パ ー セ ン ト く ら い

香 り を 出 し て い る と い う 文 献 も あ っ

て 、 香 り 成 分 は 冬 で も あ る 。 そ し て

夏 と は が ら り と 違 う 白 い 景 色 の 中 で

汗 を か く 、 初 め て の 体 験 を 加 え る と 、

運 動 効 果 プ ラ ス 癒 し 効 果 が 出 て く る

ん で す 。

　 一 昨 年 12 月 か ら 昨 年 ２ 月 ま で 、 旭

岳 温 泉 、 美 瑛 町 白 銀 温 泉 、 上 川 町 層

雲 峡 で ウ ォ ー キ ン グ を 行 い ま し た 。

天 気 の 悪 い 日 で 、 「 こ ん な 日 絶 対 ス

ト レ ス に な る よ ね 」 と い う 天 候 だ っ

た の で す が 、 測 定 結 果 か ら は 半 数 の

人 の ス ト レ ス が 改 善 し て 血 圧 も 下 が

っ て い る 。 冬 で も そ れ な り の 改 善 効

果 が 期 待 で き る と 思 い ま す 。

　 た だ し 、 今 回 の 事 例 は 、 冬 の 森 を

楽 し み に 参 加 さ れ て い る

方 々 が 多 か っ た 印 象 な の

で バ イ ア ス が か か っ て い

る か も し れ ま せ ん 。 目 的

意 識 が 重 要 な ん だ ろ う と

ス マ ホ と 連 携 す る よ う な

ア プ リ や 、 ス マ ホ の カ メ

ラ で 今 日 の 森 林 浴 日 和 な

ど が 分 か る よ う な ア プ リ

を 作 れ ば い い の で は な い

か と 思 っ て い ま す 。

　 ス マ ホ と ド ッ キ ン グ さ せ る こ と に

よ っ て 、 最 新 の 検 査 装 置 を も っ と 身

近 な Ｉ Ｔ 商 品 と し て 普 及 さ せ る 、 そ

の 過 程 で ア プ リ を 作 っ て 私 た ち

N P O の 運 営 費 を 得 る 仕 組 み を 作 り

た い と 思 っ て い ま す 。

　 町 内 に ア プ リ を 開 発 す る 業 者 さ ん

が い れ ば 、 事 業 と し て 成 り 立 つ か も

し れ ま せ ん 。

　 そ れ か ら 木 を 植 え る と い う 話 で 思

い 当 た る の で す が 、 マ ツ の 仲 間 に 特

殊 な 樹 種 が あ り ま す 。 北 海 道 で も 昔

は 自 生 し て い た ん で す が 、 今 は 希 少

種 の よ う で す 。

　 こ の マ ツ の 森 の 香 り 成 分 の 一 つ が

記 憶 力 を 高 め る の で は な い か と い う

報 告 が あ り ま す 。 標 本 木 を 測 定 し て

み る と 、 確 か に ト ド マ ツ よ り 何 倍 も

多 く 含 ん で い ま す 。 そ う い う 木 を 植

え る と い い か も し れ ま せ ん 。

　 デ ス ク ボ ー ド を 机 の 上 に 置 い て 成

績 が 上 が る か ど う か 、 こ れ か ら 試 す

つ も り で す 。

松 岡 　 小 学 校 の 森 に グ イ マ ツ を 含 め

る と い い か も し れ ま せ ん ね 。 マ ツ の

葉 を 袋 に 入 れ て 机 の 上 に 置 い て お く

と か ね 。

住 友 　 子 供 の こ ろ か ら 森 に 親 ん で 、

思 い ま す 。 「 冬 は ち ょ っ と だ め だ よ

ね 」 と 今 ま で 冬 の 企 画 を 積 極 的 に し

な か っ た と こ ろ に 、 実 は 見 落 と し が

あ る の で は な い で し ょ う か 。

松 岡 　 冬 は マ ツ な ど の 常 緑 樹 の と こ

ろ を 歩 く こ と が 効 果 あ る と い う こ と

な ん で し ょ う か 。

住 友 　 そ こ は ま だ 研 究 の 必 要 が あ る

と こ ろ で す 。 葉 ば か り で な く 、 木 の

幹 か ら も 香 り は し て き ま す 。

松 岡 　 な る ほ ど 。 見 て 、 触 っ て 、 香

り も 効 果 が あ る か も し れ な い 、 と い

う こ と な ん で す ね 。

小 林 　 冬 の 場 合 は 「 雪 で ぬ れ る 」

「 凍 る 」 「 寒 い 」 「 ト イ レ に 困 る 」

と い う マ イ ナ ス 要 素 が あ り ま す 。 で

も 「 虫 が い な い 」 「 ふ わ ふ わ 」 「 雪

な ら で は の 美 し さ 」 な ど プ ラ ス の 面

も あ り ま す 。 親 子 連 れ に と っ て も お

年 を 召 し た 方 に と っ て も 、 暖 か く て

ホ ッ と で き る 場 所 や ト イ レ が 整 備 さ

れ て い る 森 が 理 想 的 で す 。 キ ト ウ シ

森 林 公 園 は 物 産 セ ン タ ー が そ の 役 割

を 果 た せ る の で は な い で し ょ う か 。

　 冬 の 森 に 出 か け る き っ か け も 必 要

だ と 思 い ま す 。 森 の 体 験 を 「 試 し て

み る 」 イ ベ ン ト で 機 会 を 提 供 し て は

ど う で し ょ う か 。 助 成 金 を 活 用 す れ

ば 、 私 た ち 民 間 で も 無 料 イ ベ ン ト を

開 催 す る こ と が で き ま す 。 森 の 価 値

を 認 め て も ら え れ ば 、 参 加 費 の か か

る 活 動 に も 参 加 し て い た だ け る と 思

い ま す 。

山 森 　 去 年 は 雪 で か ま く ら を 作 っ た

50 歳 に な っ た 時 、 町 民 の 高 血 圧 の 割

合 が 周 辺 地 域 よ り も １ 〜 ２ 割 低 い 、

脳 卒 中 の 発 症 率 が １ 〜 ２ 割 低 い 、 と

い う こ と に な る と お も し ろ い で す ね 。

松 岡 　 科 学 的 根 拠 と な る も の を 出 す

こ と で 、 子 供 た ち が 森 に 行 く 、 元 気

で 人 生 を 送 る こ と に つ な が っ て い き

ま す 。 自 然 と い う 財 産 を 多 く の 人 に

使 っ て い た だ け る 拠 点 、 皆 さ ん の 思

い が 伝 わ る よ う な 場 所 づ く り に 取 り

組 ん で い き た い で す ね 。 そ し て 受 益

者 が そ の 費 用 を 負 担 す る こ と も 取 り

組 み を 長 く 続 け る こ と に つ な が り ま

す 。 普 及 す る こ と が 町 に と っ て 医 療

費 負 担 も 少 な く な る こ と に な り ま す

か ら 、 今 か ら 力 を 合 わ せ て や っ て い

か な け れ ば な り ま せ ん ね 。

山 森 　 先 生 が 言 っ て い た ア プ リ で す

が 、 キ ト ウ シ 森 林 公 園 内 の い ろ い ろ

な 場 所 に 合 わ せ て そ の 解 説 が あ る 、

と い う 仕 掛 け が あ れ ば 、 Ｉ Ｔ と 森 林

療 法 が う ま く 連 携 で き る ん じ ゃ な い

で し ょ う か 。

住 友 　 今 は 年 配 の 方 も ス マ ホ を 持 っ

て い ま す し 、 昔 の タ イ プ の 携 帯 で も

案 内 が 出 る よ う に す る と 、 な お い い

と 思 い ま す 。

松 岡 　 こ れ か ら 東 京 オ リ ン ピ ッ ク も

あ り ま す 。 た と え ば 森 の 中 で 練 習 す

る と 、 体 力 、 能 力 が 向 上 す る 、 と い

う こ と は な い で し ょ う か 。

住 友 　 確 か 昨 年 ９ 月 か 10 月 の 新 聞 に 、

集 中 力 が 上 が る と い う 記 事 が 出 て い

ま し た 。 九 州 の 林 業 関 係 の 学 会 で 発

り 、 厳 寒 期 に ド ラ ム 缶 風 呂 を 作 っ て

子 供 た ち に 入 っ て も ら い ま し た 。 子

供 た ち は 喜 ん で 入 る ん で す よ 。 今 、

小 林 さ ん と 「 イ ン デ ィ ア ン サ ウ ナ な

ん か は ど う だ ろ う か 」 と 話 し て い ま

す 。 今 年 も 子 供 た ち の 好 奇 心 を 満 た

す も の を ぜ ひ や っ て み た い 。

住 友 　 サ ウ ナ と か 、 ト ド マ ツ オ イ ル

を 作 っ て み る と い う の は す ご く 良 い

で す ね 。

松 岡 　 今 年 、 町 は ね お す さ ん の 事 務

所 横 に 森 林 体 験 研 修 セ ン タ ー を 造 る

予 定 な の で 、 そ の 中 で オ イ ル を 作 る

体 験 を 入 れ た り 、 森 ウ ォ ー キ ン グ の

講 座 で 住 友 先 生 に 話 を し て い た だ く

と い う の は 良 い で す ね 。 拠 点 と し て 、

森 の 中 を 歩 く 魅 力 を 伝 え て い け た ら

い い で す ね 。

住 友 　 小 説 家 、 三 浦 し を ん さ ん の 作

品 が 今 年 夏 に 映 画 公 開 予 定 ら し い ん

で す 。 18 歳 の 少 年 が 三 重 県 の 山 奥 に

帰 っ て き て 林 業 に 携 わ る と い う 話 で 、

夏 は 森 林 浴 ブ ー ム が 起 き る か も し れ

ま せ ん ね 。

松 岡 　 ち ょ う ど い い タ イ ミ ン グ か も

し れ ま せ ん ね 。 今 ま で 一 生 懸 命 働 い

て き た 団 塊 の 世 代 が こ れ か ら 高 齢 化

を 迎 え ま す 。 退 職 し た ら 家 で 奥 さ ん

が 待 っ て い て く れ る と 思 っ て い た ら 、

現 実 は 、 だ ん な が 一 日 中 家 で ゴ ロ ゴ

ロ し て い る た め 、 奥 さ ん が 夫 在 宅 ス

ト レ ス 症 候 群 に な る 、 な ど と も い わ

れ て い ま す 。 奥 さ ん も 含 め て 外 出 す

る 、 そ し て 人 に 会 う 、 そ こ に 森 林 浴

表 さ れ た も の で す が 、 九 州 大 学 で 完

全 合 板 の 家 と 天 然 木 材 の 家 を 造 っ て 、

学 生 に そ こ で 仕 事 を さ せ た そ う で す 。

ど ち ら が 効 率 が 上 が っ た か と い う と 、

天 然 木 材 の 家 の 方 が 効 率 が 良 か っ た

そ う で す 。

小 林 　 森 の 中 で の 運 動 は 子 供 の 発 達

に と て も 良 い で す 。 森 を 歩 く だ け で

も バ ラ ン ス 感 覚 や 筋 力 が 高 ま り ま す 。

特 に 揺 ら れ る 、 つ か む 、 力 を 入 れ る

と い う の が 良 い 。 森 の 中 に ハ ン モ ッ

ク や 、 綱 渡 り を 設 置 し て プ レ ー パ ー

ク と い う 遊 び 場 を 作 っ た の で す が 、

と て も 人 気 が 高 い で す 。 揺 ら れ る の

は 前 庭 覚 、 つ か む 、 力 を 入 れ る の は

固 有 覚 を 刺 激 し ま す 。 環 境 に 対 す る

適 切 な 行 動 、 運 動 、 学 習 に は こ の 刺

激 が と て も 良 い の で す 。 森 の 中 に は

そ ん な 要 素 が 詰 ま っ て い ま す 。

松 岡 　 と も あ れ 今 年 は 、 森 林 体 験 研

修 セ ン タ ー が で き ま す の で 、 住 友 先

生 、 ね お す さ ん 、 振 興 公 社 、 そ し て

町 が タ イ ア ッ プ し て 、 森 の 魅 力 を 伝

え る こ と が で き 、 年 間 活 動 で き る も

の に し て い た だ き た い し 、 ソ フ ト

ウ ェ ア も や っ て い た だ き た い 。 体 調

が 改 善 さ れ る 、 と い う 数 字 が 出 て く

れ ば 、 発 信 し て も 説 得 力 が あ る と 思

い ま す 。 森 林 浴 の 良 い 拠 点 が で き る

と 思 い ま す 。 本 日 は 長 時 間 に わ た っ

て 貴 重 な お 話 あ り が と う ご ざ い ま し

た 。
（ 昨 年 11 月 27 日 、 役 場 ２ 階 応 接 室 で 収 録 ）
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北
海
道
観
光
の
ハ
ブ
地
と
し
て

俳　

句

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
東
ア
ジ
ア
の
国
々
を
訪
問
す
る
機
会

が
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
各
国
と
米
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
世
界
を
結
ぶ
民
間
航
空
路
線
の
大
半
は
、

韓
国
の
イ
ン
チ
ョ
ン
（
仁
川
）
空
港
を
経
由
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
訪
問
国
へ
と
旅
立
つ
。
イ
ン

チ
ョ
ン
空
港
は
ハ
ブ
（
中
継
）
空
港
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま

で
多
く
の
人
々
が
往
来
し
、
活
気
を
呈
し
て
い

る
街
路
の
よ
う
に
往
来
が
激
し
く
、
混
雑
し
て

い
る
東
京
・
渋
谷
の
よ
う
で
あ
る
。
一
時
羽
田

空
港
の
ハ
ブ
化
が
話
題
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
ハ
ブ
化
と
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
活
気
を

呈
す
る
も
の
か
…
と
思
い
を
巡
ら
せ
た
。
そ
し

て
東
ア
ジ
ア
の
人
々
が
北
海
道
に
対
し
て
強
い

憧
れ
を
持
っ
て
い
る
の
を
感
じ
た
。

　

今
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
町
の
大
き
な

課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
観
光
地
図
を
開

き
、
改
め
て
中
心
市
街
地
を
注
視
す
る
と
、
東

西
南
北
の
中
心
に
東
川
の
市
街
地
が
位
置
し
て

い
る
（
地
球
は
球
体
で
あ
る
か
ら
、
ど
こ
で
も

中
心
で
あ
る
と
も
い
え
る
が
…
）
。

　

旭
川
空
港
か
ら
10
分
以
内
、
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
か

ら
40
分
以
内
、
と
地
理
的
な
優
位
に
あ
る
。
観

光
地
と
し
て
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
美
瑛
・
富

良
野
、
層
雲
峡
、
旭
岳
・
天
人
峡
温
泉
、
旭
川

地
域
へ
は
ど
こ
に
行
く
に
も
車
で
１
時
間
圏
域

の
距
離
。
こ
ん
な
優
位
な
地
域
は
他
に
は
見
当

た
ら
な
い
の
で
は
―
。

　

ま
ち
な
か
は
美
し
い
花
で
飾
ら
れ
、
世
界
で

活
躍
す
る
著
名
な
作
家
や
地
元
の
作
家
の
芸
術

作
品
が
屋
内
外
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
被
写
体

と
し
て
の
機
能
が
充
実
し
て
き
て
い
る
（
＝
写

真
）
。
衣
食
住
に
関
す
る
文
化
の
提
供
は
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
最
高
の
お
も
て
な
し
に
よ
っ
て

多
く
の
人
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

（
＝
写
心
）
。
北
海
道
観
光
の
ハ
ブ
地
は
「
見

て
、
触
れ
て
、
嗅
い
で
、
聞
い
て
、
食
べ
て
良

し
」
の
「
写
真
の
町
」
東
川
町
だ
と
自
信
を
持

っ
て
主
張
で
き
る
。

　

ま
ち
な
か
に
滞
在
で
き
る
機
能
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
旭
岳
・
天
人
峡
温
泉
地
区
、
キ
ト

ウ
シ
の
滞
在
施
設
と
連
携
し
、
北
海
道
観
光
の

ハ
ブ
地
と
し
て
の
情
報
を
国
内
外
に
向
か
っ
て

発
信
し
て
い
く
に
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
が
到
来

し
て
い
る
。

　

観
光
は
「
視
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
、
触
覚
、
聴

覚
」
の
五
感
を
刺
激
す
る
行
動
、
す
な
わ
ち

〝
感
行
〞
で
も
あ
る
。
〝
感
行
〞
の
魅
力
を
伝

え
る
北
海
道
観
光
の
ハ
ブ
地
と
し
て
の
役
割
を

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
伝
え
た
い
も
の
で
あ

る
。

た
だ
積
も
る
今
も
雪
降
る
ふ
る
さ
と
は

一
夜
に
て
化
粧
直
し
て
山
眠
る

イ
ブ
の
夜
の
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
の
白
い
椅
子

あ
ら
た
ま
の
春
や
大
雪
山
に
こ
や
か
に

恙
な
く
生
き
て
鐘
の
音
去
年
今
年

お
年
玉
喜
ぶ
顔
も
お
年
玉

初
春
や
席
が
ふ
た
つ
の
ベ
ビ
ー
カ
ー

初
春
や
私
の
中
の
十
年
忌

父
サ
ン
タ
秘
密
の
手
紙
を
解
読
す

斜
め
な
る
姿
の
ま
ま
に
菊
枯
る
る 

去
年
今
年
振
子
時
計
も
遅
れ
気
味

一
族
の
増
え
て
家
運
の
年
酒
酌
む

福
祉
と
は
生
徒
等
発
表
冬
ぬ
く
し 

雪
が
降
る
懐
し
ア
ダ
モ
の
し
ゃ
が
れ
声

愛
の
み
の
貧
し
き
家
の
ク
リ
ス
マ
ス

若
水
を
汲
み
て
寿
ぐ
八
十
路
坂 

柿
打
ち
の
雑
煮
一
椀
父
の
手
に

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

本　
田　
　
　
咲

山　
内　
み　
ゆ

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

北
海
道
観
光
の
ハ
ブ
地
と
し
て

俳　

句

俳　

句
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大雪山の素顔
冬の森に出かけよう
　お子さんと冬の森に出かけたことってありますか。
とかく「寒い、冷たい、疲れる」と言われがちです
が、「ふわふわ、きれい、虫がいない」と良いこと
だってあります。せっかくたくさん降る雪ですから、
楽しまなくてはもったいない。身近なキトウシの森
から、雄大な大雪山の森まで東川の冬を楽しんでみ
ましょう。
　キトウシのお勧めは下る森歩きです。キトウシ高
原ホテルの駐車場に車を止めて、あずまやの奥の森
に入ってみてください。葉の落ちた明るい森は解放
感抜群です。ここから山には登らずにどんどん下っ
て行きます。雪の斜面を登るのはとても大変ですが、
下るのは簡単。スノーシューがなくてもどんどん進
んでいけます。桜の森を抜けてキャンプ場までくれ
ば、暖かな物産センターが待っています。天気が良
ければ雪の上に寝転がったり、お茶やお菓子を食べ
たりしても楽しいですね。
　大雪山、旭岳温泉でのお勧めはロータリーです。
旭岳ロープウェイの駐車場に車を止めたら、旭岳ビ
ジターセンターで身支度を整えましょう。雪の状況

など情報収集もできますよ。目指すロータリーはク
ロスカントリースキーコースをたどった場所にあり
ます。ホテルベアモンテの横からクロスカントリー
スキーコースに入って10分。アカエゾマツの森に
囲まれて開けた空間が広がります。コースから外れ
て新雪に入るとふわふわな雪で胸まで埋まってしま
うほどです。小さなお子さんだと頭まですっぽりと
雪に覆われます。
　ここでの楽しみはジャンプです。岩や切り株の上
から思いっきりジャンプすると、ふわふわの雪が受
け止めてくれます。旭岳の見える場所まで登ってみ
たり、穴を掘って雪の深さを確かめたりするのも楽
しいです。コースはクロスカントリスキーの選手が
通過しますので、歩く時は気を付けてください。ト
イレがないのであまり長居はできないかもしれませ
んね。
　スキーやスノーボードのスピード感も楽しいです
が、冬の森を探検するのもなかなかおもしろいもの
です。ぜひ一度出かけてみてください。
　　　　　　

　

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
１
月
１
日
昼

過
ぎ
、
北
海
道
学
芸
大
学
函
館
分
校
山
岳

部
（
現
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
）
の
野

呂
幸
司
さ
ん
が
半
死
半
生
で
旭
岳
温
泉
に

た
ど
り
着
き
、
同
山
岳
部
員
の
遭
難
が
皆

に
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

51
年
前
、
旭
岳
温
泉
で
は
正
月
気
分
が

吹
っ
飛
び
、
東
川
、
旭
川
な
ど
か
ら
山
岳

関
係
者
、
警
察
、
自
衛
隊
、
医
師
ら
が

続
々
集
結
。
大
規
模

な
救
助
活
動
が
始
ま

り
、
捜
索
は
、
10
人

目
の
最
後
の
遺
体
が

発
見
さ
れ
た
７
月
ま

で
長
期
化
し
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
暮
れ
、

同
分
校
遭
難
対
策
委

員
会
は
遭
難
報
告
書

「
旭
岳
」
（
非
売
品
）

を
発
行
。
札
幌
在
住
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
、
川
嶋
康
男
さ
ん
は
、
こ
の
事
故

を
元
に
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
に
「
凍

（
し
ば
）
れ
る
い
の
ち
」
（
柏
艪
舎
発
行
）

を
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　

冬
山
遭
難
に
至
っ
た
経
過
、
凍
死
を
目

前
に
し
た
親
へ
の
叫
び
と
む
ご
い
彷
徨

（
ほ
う
こ
う
）
、
山
岳
部
員
の
強
い
絆
、

長
引
く
捜
索
活
動
の
詳
細
が
読
み
取
れ
ま

す
。
こ
れ
は
「
い
の
ち
」
を
考
え
る
話
で

あ
る
と
、
後
記
に
あ
り
ま
す
。

　

２
０
０
９
（
同
21
）
年
、
「
い
の
ち
の

代
償
」
と
改
題
し
て
ポ
プ
ラ
文
庫
か
ら
発

行
、
野
呂
さ
ん
の
「
最
善
を
尽
く
し
て
人

生
を
全
う
せ
よ
」
の
巻
末
エ
ッ
セ
イ
が
新

た
に
載
り
ま
す
。

　

死
者
10
名
か
ら
２
年
後
の
１
９
６
５

（
昭
和
40
）
年
１
月
８
日
、
同
じ
山
岳
部

が
道
南
の
横
津
岳
で
２
人
死
亡
の
遭
難
事

故
を
再
び
起
こ
し
て
非
難
を
浴
び
廃
部
。

８
年
後
、
同
分
校
山
の
会
は
死
ん
だ
佐
々

木
典
夫
君
追
悼
誌
「
石
笛
（
い
わ
ぶ
え
）
」

を
発
行
し
ま
し
た
。

　

「
典
夫
」
、
あ
だ
名

は
「
テ
ン
プ
」
。
彼
は
、

旭
岳
の
遭
難
事
故
発
生

か
ら
最
後
の
遺
体
発
見

ま
で
、
卒
業
を
１
年
延

ば
し
て
ま
で
捜
索
活
動

に
加
わ
り
没
頭
し
ま
し

た
。

　

横
津
岳
に
は
０
Ｂ
と

し
て
参
加
。
転
倒
し
て
動
け
な
く
な
っ
た

後
輩
を
雪
面
に
掘
っ
た
く
ぼ
み
に
移
し
、

小
枝
を
か
き
集
め
て
体
の
上
に
か
ぶ
せ
ま

し
た
。
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
、
自
ら

の
体
を
後
輩
の
方
へ
ね
じ
っ
て
横
た
え
、

捜
索
隊
が
見
つ
け
や
す
い
道
し
る
べ
と
す

べ
く
、
凍
死
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

「
石
笛
」
に
は
寄
付
金
収
入
27
万
円
、

印
刷
、
送
料
支
出
27
万
円
と
書
い
た
紙
片

が
挟
ま
れ
て
い
ま
す
。
人
柄
を
慕
う
方
た

ち
が
作
っ
た
本
で
す
。

町
史
編
集
専
門
員
、
西
原
義
弘

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
解
説
員
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

死
に
直
面
し
た
と
き
の
絆
…
「
旭
岳
」
「
石
笛
」

旭岳10名遭難死を伝える書籍３冊と、
テンプさんをしのぶ「石笛」

NPO(特定非営利活動)法人ねおす、大雪山自然学校代表

小林　峻
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.27
Befana part2   Catrina Caira 
Having talked about who Befana is last month, this month I would 
like to tell you a little more about her history.  !e legends say that 
Befana was approached by the magi, or three wise men, a few days 
before the birth of Jesus.  !ey asked for directions as they had seen 
his star in the sky, but she did not know where to "nd him.  She 
gave them shelter for the night, as she was considered the best 
house keeper in town.  She was invited to join the magi, but said 
that she was too busy with her housework so could not come.  Later, 
she has a change of heart, and tries to "nd Jesus and the magi, but 
she was never able to.  So she searches to this day.
!ere are poems about Befana, which are known in slightly di#er-
ent versions throughout Italy.  !e Befana who visit the towns are 
often heard singing these songs in thanks for the food and drink 
they receive. Here is one of the versions:
La Befana vien di notte
Con le scarpe tutte rotte
Col vestito alla romana
Viva, Viva La Befana!
!e English translation is:
!e Befana comes by night
With her shoes all tattered and torn
She comes dressed in the Roman way
Long life to the Befana!
Another version by Giovanni Pascoli (1855-1912) stars with:
Viene, viene la Befana
Vien dai monti a notte fonda
Come è stanca! la circonda
Neve e gelo e tramontana!
Viene, viene la Befana
!e English translation is:
Here comes, here comes the Befana
She comes from the mountains in the deep of the night
Look how tired she is! All wrapped up
In snow and frost and the north wind!
Here comes, here comes the Befana!

第103回

Keep striking!!
　先日、久しぶりに息子（高校２年生）の勉強に付き合いま
した。英検準１級の長文読解問題です。「だいたい分かる
けれど、単語の意味を思い出せない」と言うその単語は、ど
れも２級レベル。３年前にばっちりやったはず。それを思い
出せない。その喪失感たるや。「いやあ、“鉄は熱いうちに
打て”じゃなくて打ち続けろだったんだ」。息子がしみじみ
言いました。

　むむ、名言！　親ばか（ばかおや、とも言う）の私はこん
な名言を誰かが使っていないか、とすぐさま検索してみまし
た。
　するとサミュエル・スマイルズ（イギリス人作家、医師）が
大昔、すでに言っていました。「鉄は熱いうちに打つだけで
はなく、打ち続けなければならない」（Strike while the 
iron is hot.ではなくKeep striking while the iron is hot.）
と。名言ですね。
　このスマイルズの書いた「自助論（Self-help）1858年」は、
明治時代、福沢諭吉の「学問のすゝめ」とともに熱狂的に読
まれて若者を奮起させ、日本を奇跡の成長に導いた本です。
序文には、だれもが知っている「天は自ら助くる者を助く
（Heaven helps those who help themselves.） 」と書か
れています。「英検は９割以上取って受かれば本物、次の級
も受かりやすい」と言い続けてきた私ですが、９割取ろうが、
放っておいたら逆戻りでした。すぐやろう、そしてそれをキー
プしましょう！

【ちょっと豆知識】
宮地晶子

　Magiとは東方の３博士のこと。彼らは、彗星（すいせい）のごとく
現れた星を見て、ユダヤの指導者が生まれたことを悟りました。そ
してベツレヘムで赤子（イエス）を見つけたのでした。だからクリス
マスツリーのてっぺんには星が飾ってあり、それをStar（スター) 
of Bethlehem(ベツレヘム)と言うのですね。そして彗星のごとく
現れた星は実は本当に彗星だったという説もあります。

（訳：宮地晶子）

ベファーナ パート２　カトリーナ・カイラ
　前月号でイタリア版サンタ、ベファーナの話をしました。
今月も彼女の物語をもう少し。伝説では、イエス誕生の数
日前、３人の賢者が彼女に声をかけます。空にイエスを
表す星を見つけた賢者が、道を尋ねたのです。町一番の
主婦ベファーナはその場所を知りませんでしたが、宿を
提供しました。そのとき「一緒にイエスを探しに行こう」と
誘われますが、家事が忙しすぎるから、と断ります。その
後、気が変わってイエスや賢者を探しますが、見つかりま
せんでした。だから今でも彼女は探しているのです。
　ベファーナの詩があり、それはイタリア中で少しずつ違
った形で知られています。町を訪れたベファーナが、出さ
れた飲み物や食べ物に感謝して歌っているのがあちらこ
ちらで聞こえます。その一つがこれです。

ベファーナは夜、やってくる
靴はぼろぼろに破れ
ローマン式の服を着て
ベファーナ万歳

ほら着た、ベファーナ
真夜中に
山の方からやってくる
なんと疲れて見えること！
雪と霜と北風に包まれて
ほらほら、ベファーナがやってくる
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第
８
回

第

૝
Ჭ
Ɯ
๏
ໂ
ƚ

ミ
ニ
家
庭
医
学
講
座

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
こ
の
コ
ラ
ム
と
も
ど
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
健
康
診
断
は
ど
う
さ
れ

て
い
ま
す
か
？　

乳
幼
児
は
乳
幼
児
健
診
、

学
生
は
学
校
健
診
、
会
社
勤
め
の
人
は
職

場
健
診
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
自
営
業
者

や
主
婦
、
高
齢
者
に
対
し
て
は
診
療
所
で

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
検
診
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
健
康
診
断
の
役
割
と
し
て
、

自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
、
生
活
習

慣
の
修
正
に
よ
り
予
防
で
き
る
病
気
の
早

期
発
見
が
で
き
る
こ
と
な
ど
が
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

病
気
が
進
行
し
て
か
ら
病
院
に
か
か
る

と
、
多
額
の
医
療
費
が
か
か
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
日
本
の
医
療
制
度
で
は
、
医
療

費
は
本
人
負
担
が
一
部
、
大
部
分
は
保
険

料
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
た
く
さ

ん
医
療
費
が
か
か
る
と
、
本
人
負
担
が
増

え
る
ば
か
り
か
全
体
の
保
険
料
が
値
上
が

り
し
て
し
ま
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
診
断
の
受
診
率
が
高
い
地
域
は
、

医
療
費
が
少
な
く
保
険
料
も
安
く
す
む
、

と
い
う
結
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。
50
年
ほ

ど
前
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
健
康
診
断
を

行
っ
て
い
る
長
野
県
で
は
、
住
民
の
健
康

意
識
も
高
く
、
医
療
費
は
全
国
平
均
よ
り

ず
っ
と
低
い
の
に
平
均
寿
命
は
男
性
が
全

国
１
位
、
女
性
も
全
国
５
位
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

毎
年
の
健
康
診
断
で
生
活
習
慣
を
修
正

し
て
、
健
康
に
長
生
き
で
き
る
期
間
を
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
る
き
っ

か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
２
月
26
日
ま
で
、
後
期
高

齢
者
検
診
は
１
月
29
日
ま
で
受
け
ら
れ
ま

す
。
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

もしかしてぼくは（児童書）
作：内田麟太郎　刊：鈴木出版

　ぼく、へびの
にょろ。七さい。
とくいなもの“う
た”。こわいもの
“ヘビクイワシ”。
ぼくは、いつもの
ようにさんぽして、
リスさん、バッタ
のおじさん、ワラ
イカワセミさんに

あいさつしたよ。でも…あれっ？からだが
ぴたりととまった。うしろをふりかえると、ぼ
くのしっぽをかたあしでおさえ、ヘビクイワ
シがわらっていた…！もしかして、ぼく食べ
られちゃう!?

東京家族（DVD、映画）
松竹株式会社

　瀬戸内海の小
島に暮らす平山と
妻のとみこは、子
供たちに会うため
に東京へ。開業医
の長男、幸一の家
で、美容院を経営
する長女の滋子、
舞台美術の仕事
をしている次男、

昌次らと久しぶりに顔を合わせる。最初は
みんな互いを思いやっていたが、田舎での
んびり暮らす両親と、都会生活の子供たち
とでは生活のリズムが違いすぎ、少しずつ
溝ができてしまう。（１４６分）

キタキツネの十二か月（一般書）
著：竹田津　実　刊：福音館書店

　１９５６年から
続けてきた竹田
津さんのキタキ
ツネの観察は、な
んとほぼ50年に
わたります。この
作品はキタキツ
ネの卒論を書か
ないと、いつまで
も「自分の卒業」

ができないと、竹田津さん自身が区切りを
つけるために書きました。北海道の大自
然の中で暮らすキタキツネの生態を、カレ
ンダーの日めくりをするように優しいまな
ざしで観察しました。

古
川
倫
也
＝
東
川
町
立
診
療
所
副
所
長

　

札
幌
市
生
ま
れ
、
39
歳
。
２
０
０
１
（
平

成
13
）
年
旭
川
医
科
大
学
医
学
部
卒
。
２
０

０
５
（
同
17
）
年
北
海
道
家
庭
医
療
学
セ
ン

タ
ー
家
庭
医
療
専
門
医
研
修
修
了
。
日
本
医

師
会
認
定
ス
ポ
ー
ツ
医
、
同
会
認
定
産
業
医
。

健
康
診
断
の
ス
ス
メ

貸し出し図書・ビデオ紹介 文化交流館 ☎82－4245貸し出し図書・ビデオ紹介 文化交流館 ☎82－4245貸し出し図書・ビデオ紹介 文化交流館 ☎82－4245
―お知らせ―
　年始は１月５日（日）まで休館です。休館中の返却ポストは、図書と紙芝居のみご利用ください。
ビデオ、ＤＶＤは冬期破損を防止するため６日（月）以降、貸し出し・返却カウンターに返却してく
ださい。
★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間
貸し出し検索 ☞ http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

―お知らせ―
　年始は１月５日（日）まで休館です。休館中の返却ポストは、図書と紙芝居のみご利用ください。
ビデオ、ＤＶＤは冬期破損を防止するため６日（月）以降、貸し出し・返却カウンターに返却してく
ださい。
★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間
貸し出し検索 ☞ http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index
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お
問
い
合
わ
せ
　
▶
大
雪
地
区
広
域
連
合
…
…
…
…
…
…
…
…
☎
82
－
36
97
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
▶
定
住
促
進
課
住
民
室
…
…
…
…
…
…
…
…
☎
82
－
21
11
（
代
）

　
　
　
　
　
　
　
▶
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
06
0-
00
62
 札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西
14
丁
目
（
国
保
会
館
６
階
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
01
1－
29
0－
56
01
（
代
）

高
額
介
護
合
算
療
養
費

　
医
療
と
介
護
の
両
方
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
１
年

間
に
支
払
っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
、
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
限
度
額
を
超
え
た
時
、
そ
の
超
え
た

額
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
及
び
介
護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
市
町
村
窓
口
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申

請
は
大
雪
地
区
広
域
連
合
ま
た
は
定
住
促
進
課
住
民
室
ま
で
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
ま
た
は
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
い
ず
れ
か
が
０
円
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
支
給
額
が
50
0円
以
下
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

自
己
負
担
限
度
額
表

医
療
費
通
知
の
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
発
行
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
医
療
費
を
半
年
ご
と
に
ま
と
め
て
医

療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
次
回
の
発
行
は
３
月
末
で
す
。
（
昨
年
７
～
12
月
診
療
分
）

新
た
に
発
行
希
望
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
新
た
に
発
行
を
ご
希
望
の
方
は
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
、
ま
た
は
大
雪
地
区
広
域
連
合
、
ま
た
は

定
住
促
進
課
住
民
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
電
話
連
絡
だ
け
で
手
続
き
で
き
ま
す
）

（
自
己
負
担
額
の
１
年
分
の
計
算
期
間
は
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
3
1
日
ま
で
）

負
担
割
合

３
割

１
割

区
　
分

現
役
並
み
所
得
者

一
般

住
民
税
非
課
税
世
帯

区
分
Ⅱ
（
※
１
）

区
分
Ⅰ
（
※
２
）

自
己
負
担
額
合
計
の
基
準
額

6
7
万
円

5
6
万
円

3
1
万
円

1
9
万
円

※
１
．
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
方

※
２
．
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
り
、
世
帯
全
員
の
所
得
が
０
円
（
公
的
年
金
収
入
の
み
の
場
合
、
そ
の
受
給
額
が
8
0
万
円
以
下
）
、

　
　
　
ま
た
は
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

○
す
で
に
「
発
行
希
望
」
の
連
絡
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
継
続
発
行
し
ま
す
。
再
度
の
連
絡

　
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
こ
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
場
合
、
改
め
て
申
請
等
の
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
通
知
は
確
定
申
告
な
ど
の
「
医
療
費
控
除
」
の
領
収
書
と
し
て
代
用
で
き
ま
せ
ん
。

0510152025303540

特
定
健
康
診
査

５
年
連
続
受
診
者

（
平
成
20
～
同
24
年
）

特
定
健
康
診
査

５
年
間
未
受
診
者

（
平
成
20
～
同
24
年
）

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
全
体

差
額
約
1
2
万
円

一
人
当
た
り
医
療
費
の
違
い
（
平
成
2
4
年
度
大
雪
地
区
広
域
連
合
調
べ
）

（
単
位
：
万
円
）

大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

高
額
介
護
合
算
療
養
費
、医
療
費
通
知
の
仕
組
み

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

高
額
介
護
合
算
療
養
費
、医
療
費
通
知
の
仕
組
み

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

高
額
介
護
合
算
療
養
費
、医
療
費
通
知
の
仕
組
み

必
要
と
な
る
医
療
費
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う！

特
定
健
診
の
お
す
す
め

必
要
と
な
る
医
療
費
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う！

特
定
健
診
の
お
す
す
め

必
要
と
な
る
医
療
費
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う！

特
定
健
診
の
お
す
す
め

年
１
回
の
受
診
は
お
済
み
で
す
か
？

　
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
発
症
や
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
前
段
階
の
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
あ
る
い
は
そ
の
予
備
群
の
方
を
み
つ
け
る
検
査
で
す
。

　
大
雪
地
区
広
域
連
合
管
内
（
東
川
、
美
瑛
、
東
神
楽
町
）
の
特
定
健
診
受
診
率
は
35
.６
％
で
、
受
診
率
の
目
標

65
％
に
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
（
平
成
24
年
度
）
。
ご
自
分
の
健
康
維
持
の
た
め
、
積
極
的
に
特
定
健
診
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▶
通
院
中
で
も
健
診
は
必
要
　
病
院
に
定
期
的
に
通
院
し
て
い
る
方
、
病
気
治
療
の
た
め
に
行
う
検
査
は
、
治
療

中
の
病
気
に
関
係
す
る
項
目
以
外
の
検
査
を
し
ま
せ
ん
。
体
全
体
の
検
査
を
し
て
総
合
的
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
病

気
の
早
期
発
見
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

▶
「
健
康
だ
か
ら
」
と
い
う
過
信
は
禁
物
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活

習
慣
病
に
気
づ
か
な
い
う
ち
に
症
状
が
進
行
す
る
と
、
糖
尿
病
、
脳
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）
な
ど
と
い
う
病
気
が
深

刻
な
病
状
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
年
に
一
度
検
査
を
行
っ
て
病
気
を
予
防
し
、
ま
た
は
症
状
が
軽
度
な
う
ち
に

治
療
す
る
と
、
病
院
通
い
も
医
療
費
の
出
費
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▶
「
健
診
は
費
用
が
か
か
る
」
の
は
間
違
い
　
生
活
習
慣
病
が
重
症
化
し
て
し
ま
う
と
、
医
療
費
も
ど
ん
ど
ん
高

額
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
は
少
な
い
医
療
費
で
済
み
ま
す
。

毎
年
受
診
が
重
要
で
す

　
特
定
健
診
を
５
年
間
続
け
て
受
診
し
て
い
る
方
は
、
今
ま
で
一
度
も
受
診
し
て
い
な
い
方
よ
り
も
医
療
費
が
約

12
万
円
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

（
図
１
）
。
健
診
の
経
年
変
化
を

見
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
保
健
指

導
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
に
１
回
の
特
定
健
診
で
生
活
習

慣
病
を
予
防
し
、
医
療
費
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
年
受
診

し
て
賢
く
健
康
管
理
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

受
診
方
法

　
受
診
期
間
を
３
月
31
日
ま
で
延

長
し
ま
し
た
。
広
域
連
合
か
ら
送

付
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
保
健
福
祉
課
保
健
指
導
室
で
も

お
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て
い
ま
す
。

☎
８
２
－
２
１
１
１
（
内
線
５
０

４
～
５
０
６
）
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く
ら
し
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

特 設 会 場特 設 会 場

■
税
務
署
対
応
の
会
場

　
旭
川
北
洋
ビ
ル
9階

（
旭
川
市
4条
通
9丁
目
）

　
税
務
署
内
に
会
場
は
あ
り
ま
せ
ん

▶
期
間
／
2月
3日
㈪
～
3月
17
日
㈪

　（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

　
午
前
9時
～
午
後
5時
（
午
後
4時
ま
で
受
け
付
け
）

▶
旭
川
東
税
務
署
☎
23
-6
29
1（
自
動
音
声
案
内
）

■
役
場
会
場

　
役
場
1階
第
1小
会
議
室

（
正
面
玄
関
す
ぐ
左
）

▶
期
間
／
1月
27
日
㈪
～
3月
17
日
㈪

　（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

　
午
前
8時
半
～
午
後
5時
15
分

▶
役
場
税
務
課
☎
82
-2
11
1内
線

　（
12
3、
12
4）

確
定
申
告
、
納
税
は
3月
17
日
ま
で
に

確
定
申
告
、
納
税
は
3月
17
日
ま
で
に

確
定
申
告
、
納
税
は
3月
17
日
ま
で
に

●
期
限
間
近
に
な
る
と
会
場
が
混
雑
し
、
長
時
間
待
つ
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書
は
で
き
る
だ
け
自

　
分
で
作
成
し
、
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
、
ご
自
宅
で
簡
単
に
作

　
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
」
を
利
用
し
て
提
出
す
る
場
合
は
、
電

　
子
証
明
書
の
取
得
（
要
手
数
料
）
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
購
入
準
備
が
必
要
で
す
。

（
ht
tp
://
ww
w.
nt
a.g
o.
jp
）

●
確
定
申
告
書
は
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。
申
告
書
控
え
が
必
要
な
方
は
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
旭
川
東
税
務
署
（
〒
07
0-
00
26
、
旭
川
市
東
６
条
１
丁
目
２
番
１
５
号
）

※
特
例
基
準
割
合
＝
国
内
銀
行
の
貸
し
出
し
約
定
平
均
金
利
の
年
平
均
に
1.
0％
を
加
算
し
た
割

合
。直
近
の
貸
し
出
し
約
定
平
均
金
利
の
年
平
均
は
0.
9％
の
た
め
、特
例
基
準
割
合
は
1.
9％
と
な

り
ま
す（
24
年
10
月
～
25
年
9月
期
）

特
例
基
準
割
合
1.
9％
の
延
滞
金
利
率
（
％
）

延
滞
金
の
利
率

9.
2

（
特
例
基
準
割
合
＋
7.
3）

14
.6

納
期
限
の
翌
日
か
ら
1カ
月
を
経
過
す
る

日
ま
で
の
延
滞
金
の
利
率

2.
9

（
特
例
基
準
割
合
＋
1.
0）

4.
3

還
付
加
算
金
の
利
率

1.
9

（
特
例
基
準
割
合
）

4.
3

改
正
後

現
行

告 書 が 届 か な い 場 合 は ご 連 絡 く だ

さ い 。 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し て

ご 自 宅 や 事 業 所 の パ ソ コ ン か ら も

申 告 で き ま す 。 詳 し く は 地 方 税 電

子 化 協 議 会 の ホ ー ム ペ ー ジ を ご 参

照 く だ さ い 。

http://www.eltax.jp/

 企 画 総 務 課 か ら

　 申 し 込 み 、 お 問 い 合 わ せ は 総 務

室 ☎ （ 内 線 ） ２ ２ ２

東 川 町 職 員 （ 技 術 系 、 保 健 師 ） の

募 集
　 2
6 年 度 採 用 の 東 川 町 職 員 （ 技 術

系 、 保 健 師 ） を 募 集 し ま す 。 応 募

希 望 の 方 は 内 容 を 確 認 の う え お 申

し 込 み く だ さ い 。  

募 集 　 １ 月 ６ 日 （ 月 ） 〜 同 月 2
0 日

　 （ 月 ） ま で

採 用 数 　 各 １ 人

年 齢 　 技 術 系 は 満 4
5 歳 ま で 、 保 健

　 師 は 同 4
0 歳 ま で （ い ず れ も 2
6 年

　 ４ 月 １ 日 現 在 ）

資 格 　 ① 技 術 系 　 ○ 測 量 士 ま た は

　 測 量 士 補 ○ 土 地 改 良 換 地 士 ま た

　 は 地 籍 主 任 調 査 員 （ 両 項 目 の 双

　 方 ま た は い ず れ か ２ 種 類 以 上 の

　 資 格 が 必 要 ） ② 保 健 師 　 保 健 師

　 の 資 格 を 有 し 実 務 経 験 ３ 年 以 上

　 の 者

採 用 日 　 2
6 年 ４ 月 １ 日

勤 務 条 件 　 東 川 町 職 員 の 給 与 等 に

　 関 す る 条 例 等 の 規 定 に よ る

な ど を 受 け ら れ る 場 合 は 、 申 告 に

よ っ て 所 得 税 の 還 付 は あ り ま せ ん

が 、 住 民 税 が 減 額 に な る 場 合 が あ

り ま す ）

▼ 確 定 申 告 が 不 要 の 場 合

　 公 的 年 金 等 の 収 入 金 額 が ４ ０ ０

万 円 以 下 で あ り 、 か つ 公 的 年 金 等

に 係 る 雑 所 得 以 外 の 所 得 金 額 が 2
0

万 円 以 下 で あ る 場 合 は 、 確 定 申 告

の 必 要 が な く な り ま し た 。 （ ※ １ 、

所 得 税 の 還 付 を 受 け る た め の 確 定

申 告 書 を 提 出 す る こ と が で き ま す 。

※ ２ 、 所 得 税 の 確 定 申 告 の 必 要 が

な い 場 合 で も 住 民 税 の 申 告 が 必 要

な 場 合 が あ り ま す ）

事 業 主 の 皆 さ ま 、 給 与 支 払 い 報 告

書 は １ 月 3
1 日 ま で

　 従 業 員 の 方 が お 住 ま い の 市 町 村

ご と に 区 分 し 、 総 括 表 を 添 付 し て

当 該 市 町 村 へ 提 出 し て く だ さ い 。

償 却 資 産 （ 固 定 資 産 税 ） の 申 告 は

１ 月 3
1 日 ま で に

　 町 内 で 事 業 を 営 み 土 地 や 家 屋 以

外 の 事 業 用 償 却 資 産 を お 持 ち の 方

は 、 所 有 状 況 を 申 告 す る 必 要 が あ

り ま す 。 申 告 期 限 は １ 月 3
1 日 （ 金 ）

で す 。

　 償 却 資 産 を 所 有 し て い る 個 人 、

法 人 を 対 象 に 、 償 却 資 産 申 告 書 を

送 付 し て い ま す 。 期 限 ま で に 申 告

を お 願 い し ま す 。

　 新 し く 事 業 を 始 め た 方 な ど で 申

試 験 　 面 接 （ 別 途 通 知 ）

必 要 書 類 　 ① 履 歴 書 ② 健 康 診 断 書

　 （ 所 定 用 紙 は 企 画 総 務 課 に 備 え

　 て い ま す ） ③ 最 終 学 歴 の 卒 業 証

　 明 書 ま た は 卒 業 見 込 み 書 ④ 資 格

　 証 の 写 し （ ２ 種 類 以 上 の 資 格 の

　 も の ）

 定 住 促 進 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 住 民 室 ☎ （ 内 線 ）

１ １ １

新 成 人 の 皆 さ ん へ 〜 2
0 歳 に な っ

た ら 国 民 年 金

　 国 民 年 金 は 国 の 公 的 年 金 制 度

で す 。 毎 月 保 険 料 を 納 め る こ と で 、

年 を 取 っ て 現 役 を 引 退 し た 後 の 暮

ら し 、 病 気 や け が で 障 害 が 残 っ た

時 、 家 族 の 働 き 手 が 亡 く な っ た 時

に 年 金 で 暮 ら し を 支 え る こ と が で

き る よ う に 、 現 役 世 代 み ん な で 支

え 合 う と い う 考 え に 基 づ い て 作 っ

た ２ 階 建 て の 年 金 制 度 の 中 で 基 礎

と な る 仕 組 み で す 。

▼ 将 来 へ の 大 き な 支 え

　 2
0 歳 か ら 6
0 歳 ま で の 人 が 加 入 し

て 保 険 料 を 納 め ま す 。 国 が 責 任 を

も っ て 運 営 し 、 保 険 料 を 納 入 す る

こ と で 生 涯 に 渡 っ て 年 金 の 給 付 を

保 障 し ま す 。

▼ 老 後 の た め だ け で は あ り ま せ ん

　 障 害 基 礎 年 金 、 遺 族 基 礎 年 金 も

あ り ま す 。 障 害 基 礎 年 金 は 、 病 気

や 事 故 で 一 級 ま た は 二 級 程 度 の 障

害 が 残 っ た 時 に 受 け 取 れ ま す 。 遺

族 基 礎 年 金 は 、 加 入 者 が 死 亡 し た

時 、 そ の 加 入 者 に よ っ て 生 計 を 維

持 さ れ て い た 遺 族 （ 「 子 の あ る 妻 」

「 子 」 ） が 受 け 取 り ま す 。

▼ 保 険 料 の 猶 予 、 免 除

　 学 生 納 付 特 例 制 度 は 、 学 生 を 対

象 に し て い ま す 。 本 人 の 所 得 が 一

定 額 以 下 の 場 合 、 保 険 料 の 納 付 を

猶 予 す る 制 度 で す 。

　 対 象 と な る 学 生 は 、 学 校 教 育

法 に 規 定 す る 大 学 （ 大 学 院 ） 、 短

期 大 学 、 高 等 学 校 、 高 等 専 門 学 校 、

専 修 学 校 、 各 種 学 校 （ 修 業 年 限 １

利 用 い た だ く と 、 納 付 の 手 間 が 省

け 、 納 め 忘 れ も 防 ぐ こ と が で き ま

す 。 次 の 町 指 定 の 金 融 機 関 で 取 り

扱 っ て い ま す （ 一 部 取 り 扱 い で き

な い 支 店 も あ り ま す ） 。

▼ 東 川 町 農 業 協 同 組 合 （ 指 定 金 融

機 関 ） ▼ 北 央 信 用 組 合 ▼ 北 海 道 銀

行 （ 指 定 代 理 金 融 機 関 ） ▼ 北 陸 銀

行 ▼ 北 洋 銀 行 （ 収 納 代 理 金 融 機 関 ）

▼ 道 内 各 ゆ う ち ょ 銀 行 と 郵 便 局

町 税 に 係 る 延 滞 金 等 の 利 率 が 変

わ り ま す

　 国 税 の 延 滞 税 等 の 見 直 し に 合 わ

せ て 、 地 方 税 の 延 滞 金 及 び 還 付 加

算 金 の 利 率 が 次 の と お り 引 き 下 が

り ま す （ １ 月 １ 日 以 後 の 期 間 に 対

応 す る 延 滞 金 等 に 適 用 ） 。

　 こ の 改 正 は 地 方 税 法 の 一 部 を 改

正 す る 法 律 に 伴 う も の で す （ 平 成

2
5 年 法 律 第 ３ 号 、 同 ３ 月 3
0 日 公

布 ） 。

え 、 不 動 産 、 動 産 の 公 売 な ど ） を

実 施 す る 場 合 も あ り ま す の で ご 留

意 願 い ま す 。

　 納 付 相 談 は 1 月 10 日 （ 金 ） 午 後

８ 時 ま で 実 施 し ま す 。 納 税 猶 予 、

分 割 納 付 の ご 相 談 に も 応 じ ま す 。

事 情 に よ っ て は 減 免 に な る 場 合 も

あ り ま す 。

▼ 延 滞 金 の 発 生 に ご 注 意 く だ さ い

　 税 （ 料 ） 金 を 納 期 限 後 に 納 付 す

る と 、 そ の 納 期 限 の 翌 日 か ら 納 付

し た 日 ま で の 日 数 に 応 じ て 、 一 定

割 合 で 延 滞 金 を 徴 収 し ま す 。 納 期

限 内 に 納 付 し た 方 と の 実 質 的 な 負

担 の 公 平 と 、 納 期 内 納 付 の 促 進 を

図 る た め の 措 置 で す 。

　 期 限 内 に 納 付 を 済 ま す か 、 特 別

な 事 情 が あ っ て 町 税 を 納 期 限 ま で

に 納 付 す る こ と が 困 難 な 場 合 は 必

ず 納 付 相 談 を し て く だ さ い 。

▼ 口 座 振 替 を ご 利 用 く だ さ い

　 納 税 に 金 融 機 関 の 口 座 振 替 を ご

 税 務 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 収 納 室 ☎ （ 内 線

１ ２ １ 、 １ ２ ２ ） 、 課 税 室 ☎ （ 内

線 １ ２ ３ 、 １ ２ ４ ）

町 税 第 ４ 期 の 納 期 限 は １ 月 3
1 日

で す
　 町 税 （ 町 道 民 税 、 固 定 資 産 税 ）

の 第 ４ 期 分 納 期 限 は １ 月 3
1 日 （ 金 ）

で す 。 口 座 振 り 替 え を 利 用 し て い

る 方 は 、 ご 指 定 の 預 貯 金 口 座 残 高

を あ ら か じ め 確 認 し て 納 入 準 備 を

し て お き ま し ょ う 。

　 町 税 は 、 町 の 根 幹 と な る 大 切 な

自 主 財 源 で す 。 税 金 の 公 平 な 負 担

と 貴 重 な 自 主 財 源 確 保 の た め 、 納

期 限 内 の 納 付 を 忘 れ な い よ う ご 協

力 を お 願 い し ま す 。

　 納 付 が 遅 れ る と 督 促 状 を 送 付 し 、

延 滞 金 が 掛 か る 場 合 も あ り ま す 。

滞 納 が 続 く と 財 産 調 査 や 滞 納 処 分

（ 給 料 、 銀 行 預 金 な ど の 差 し 押 さ

確 定 申 告 で 税 金 が 還 付 に な る 場

合 が あ り ま す

　 源 泉 徴 収 さ れ た 税 金 、 予 定 納 税

し た 税 金 が 納 め 過 ぎ に な っ て い る

方 は 、 確 定 申 告 を す る こ と で 税 金

が 還 付 さ れ ま す 。

▼ 給 与 所 得 者 で 次 の 控 除 を 受 け る

方
　 医 療 費 控 除 、 寄 附 金 控 除 、 住 宅

借 入 金 等 特 別 控 除 （ 年 末 調 整 で 控

除 を 受 け て い な い 場 合 ） な ど 。 給

与 所 得 者 で 確 定 申 告 の 必 要 が な い

方 が 還 付 申 告 を す る 場 合 は 、 そ の

他 の 各 種 の 所 得 （ 退 職 所 得 除 く ）

も 申 告 が 必 要 で す

▼ 年 の 途 中 で 退 職 し た 後 、 就 職 し

な か っ た 方

　 給 与 所 得 の 年 末 調 整 を 受 け て い

な い 場 合 （ 源 泉 徴 収 票 に 支 払 い 金

額 と 源 泉 徴 収 税 額 の み 記 載 さ れ て

い る 場 合 ）

▼ 所 得 が 公 的 年 金 等 に 係 る 雑 所 得

の み の 方

　 医 療 費 控 除 や 社 会 保 険 料 控 除 な

ど を 受 け ら れ る 場 合

▼ 総 合 課 税 の 配 当 所 得 や 原 稿 料 な

ど が あ る 方

　 年 間 所 得 が 一 定 額 以 下 で あ る 場

合 （ 所 得 金 額 や 源 泉 徴 収 さ れ た 税

金 な ど に よ り 異 な り ま す ）

▼ 退 職 所 得 が あ る 方

　 次 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合

① 退 職 所 得 を 除 く 各 種 の 所 得 の 合

計 額 か ら 所 得 控 除 を 差 し 引 く と 赤

字 に な る ② 退 職 所 得 の 支 払 い を 受

け る と き に 「 退 職 所 得 の 受 給 に 関

す る 申 告 書 」 を 提 出 し な か っ た た

め 、 2
0 ％ の 税 率 で 源 泉 徴 収 さ れ 、

そ の 源 泉 徴 収 税 額 が 正 規 の 税 額 を

超 え て い る

▼ 予 定 納 税 を し て い る 方

　 確 定 申 告 の 必 要 が な い 場 合 （ 住

宅 借 入 金 等 特 別 控 除 等 の 税 額 控 除

を 受 け て 所 得 税 額 が 発 生 し な い 方

で 、 医 療 費 控 除 や 社 会 保 険 料 控 除

人
の
う
ご
き
　1
1月
16
日
～
12
月
15
日

（
敬
称
略
、
掲
載
は
ご
承
諾
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
）

　 （
前
月
比
＋

（
前
月
比
＋

（
前
月
比
＋

（
前
月
比
＋

　
7,9
54
人

3,7
19
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35
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21
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人
口
・
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11
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／
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１
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ご
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新
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史
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小
原
　
め
ぐ
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井
田
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尋
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ゆ
か
り
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か
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丁
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お
誕
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子
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た
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つ
み
　
ゆ
か
い

　 行政
区

26
区

11
区

８
区
東
倉
沼
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お
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や
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由
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時
子
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和
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市
川
　
ス
ミ
エ

古
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定
一

届出
人

由
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利
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清
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笑
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都
市
建
設
課

工
事
、
委
託
の
入
札
結
果

町
発
注
工
事
の
入
札
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昨
年
11
月
26
日

東
３
号
東
倉
沼
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
整
備
実
施
設
計
委
託
業
務

㈱
日
水
コ
ン
北
海
道
支
所

2,
86
6,
50
0
指
名
競
争
入
札

〃
公
営
住
宅
清
流
団
地
建
設
そ
の
9工
事

㈱
小
岩
組

30
,2
40
,0
00

〃
〃

25
年
度
公
営
住
宅
北
団
地
ス
トッ
ク
総
合
改
善
実
施
設
計
委
託
業
務
 
㈱
ア
イ
エ
イ
研
究
所

9,
03
0,
00
0

〃

〃
特
定
地
区
公
園
整
備
工
事
（
第
2工
区
）

㈱
藤
田
組

23
,6
25
,0
00

〃

〃
25
年
度
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
（
西
町
5丁
目
団
地
）
建
設
工
事
㈲
門
間
建
設

19
,3
20
,0
00

〃

同
12
月
6日

25
年
度
地
域
優
良
賃
貸
住
宅（
ｶﾞ
ｰﾃ
ﾞﾝ
ｺｰ
ﾄｷ
ﾄｳ
ｼ団
地
）建
設
工
事

松
井
組
工
建
㈱

20
,7
90
,0
00

〃
〃

25
年
度
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
（
友
遊
団
地
）
建
設
工
事

㈲
谷
地
建
設

20
,7
90
,0
00

〃

入
札
日

委
託

業
務

名
請
負
業
者

請
負
価
格

契
約
方
法
等

検
診
機
関

２
月

場
所

内
容

締
め
切
り

旭
川
が
ん
検
診

セ
ン
タ
ー

３
日（
月
）

（
集
合
午
前
７
時
50
分
）

旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

（
バ
ス
送
迎
）

○
特
定
健
診
○
胃
、肺
、大

腸
、乳
・子
宮
が
ん
検
診
○

肝
炎
検
査

１
月
20
日

（
余
裕
あ
れ
ば
応
相
談
）

同
上

20
日（
木
）、
21
日（
金
）

（
21
日
の
受
け
付
け
は

午
前
10
時
ま
で
）

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
便
キ
ッ
ト
提
出
）

○
大
腸
が
ん
検
診

２
月
14
日

（
同
上
）

こ
こ
ろ
の

相
談

多
重
債
務
、

法
律
問
題

健
康

役
場
保
健
福
祉
課
保
健
指
導
室

8：
30
～
17
：
15
（
月
～
金
）

旭
川
い
の
ち
の
電
話

24
時
間

北
海
道
い
の
ち
の
電
話

〃
日
本
い
の
ち
の
電
話
連
盟

自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

毎
月
10
日
（
8：
00
～
24
時
間
）

（
無
料
）

北
海
道
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

○
9：
00
～
21
：
00
（
月
～
金
）

○
10
：
00
～
16
：
00
（
土
、
日
、
祝
日
）

法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

○
9：
00
～
21
：
00
（
月
～
金
）

○
9：
00
～
17
：
00
（
土
）

上
川
保
健
所
健
康
推
進
課
精
神

保
健
福
祉
係

8：
45
～
17
：
30
（
〃
）

北
・
ほ
っ
か
い
ど
う
総
合
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
支
援
セ
ン
タ
ー

10
：
00
～
15
：
00
（
火
、
木
）

旭
川
司
法
書
士
会

9：
00
～
17
：
00
（
月
～
金
）

生
活
資
金
の

貸
し
付
け

町
社
会
福
祉
協
議
会

8：
30
～
17
：
15
（
月
～
金
）

女
性
に
対
す

る
暴
力
相
談

（
代
）
82
‐
21
11

（
直
）
23
‐
43
43

01
1‐
23
1‐
43
43

01
20
‐
73
8‐
55
6

05
70
‐
06
45
56

05
70
‐
07
83
74

（
直
）
46
‐
59
92

（
代
）
27
‐
76
11
（
予
約
）

（
直
）
52
‐
35
50

（
代
）
51
‐
90
58

（
代
）
82
‐
75
05

05
70
－
05
52
10

全
国
共
通
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

自
動
音
声
で
最
寄
り
の
相
談
窓
口
を
案
内

☎
連
絡
先

相
談
窓
口

時
間

集
団
検
診
の
お
知
ら
せ

２
月
送
迎
健
診
と
大
腸
が
ん
検
診
の
日
程
で
す
。特
定
健
康
診
査
受
診
券
の
有
効
期
限
は
３
月
末
日
、が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
２
月
末
日
で
す
。

有
効
に
ご
活
用
くだ
さ
い
。

各
種
相
談
窓
口
の
ご
案
内

ここ
ろ
が
疲
れ
た
時
、不
安
や
問
題
を
抱
えて
い
る
時
、1
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
くだ
さ
い
。問
題
解
決
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
さま
ざ
ま
な
相
談
窓
口
が
あ
りま
す
。

保
健
福
祉
課

保
健
福
祉
課

※
保
健
指
導
室
は
☎（
内
線
）５
０
４
～
５
０
６

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

（
税
込
み
、円
）

 幼 児 セ ン タ ー か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 子 育 て 支 援 セ ン

タ ー ☎ 8
2 │ ５ １ ０ ０

�ç �‘ �j �‘ �j �­ �è �è �› �‰ �V �‡ �b

　 乳 児 の お 子 さ ん が 安 心 し て 遊 べ

る 場 所 で す 。 親 子 で 楽 し く 遊 び な

が ら お 友 達 を つ く り ま し ょ う 。 ０

歳 児 対 象 で す が 、 お 兄 ち ゃ ん や お

姉 ち ゃ ん も 一 緒 に ど う ぞ 。  

�Ô �Ì 　 １ 月 1
7 日 （ 金 ） 午 前 1
0 時 〜

　 正 午

	Ô 	t 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー プ レ ー

　 ル ー ム

�7 	B 　 1
5 組 程 度 （ 要 予 約 ）

�0 	Å 　 ０ 歳 児 の お 子 さ ん と 保 護 者

�º �0 　 赤 ち ゃ ん 体 操 、 親 子 遊 び 、 原

毛 ス ト ラ ッ プ つ く り と 講 演 「 幼 児

セ ン タ ー の 実 践 を 生 か し て 」 （ 講

師 は 未 満 児 主 任 、 佐 伯 昌 子 ）

�. �Ç �· �ï �» �Ó �. �g �_ �¶ �q �ç �° 	y �t

�ß �Q �‘ �O �è

　 未 満 児 （ ０ 〜 ２ 歳 児 ） の 子 ど も

の 様 子 を 見 学 体 験 し ま す 。 お 子 さ

ん は 一 緒 に 昼 食 も 食 べ ま す 。 来 年

度 幼 児 セ ン タ ー に 入 園 ご 予 定 の 方

は ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い 。

�Ô �Ì 　 １ 月 3
0 日 （ 木 ） 午 前 ９ 時 半

　 〜 正 午

	Ô 	t 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー プ レ ー

　 ル ー ム

�0 	Å 　 未 満 児 （ ０ 〜 ２ 歳 児 ） の お

　 子 さ ん と 保 護 者

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
の
公
表

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
者
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定
住
促
進
課

1
防
衛
省

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
長

平
成
7年
4月
2日
～
同
8年
4月
1日

生
ま
れ
の
男
女
及
び
同
10
年
4月
2

日
～
同
11
年
4月
1日
生
ま
れ
の
男

25
年
４
月
17
日

自
衛
隊
法
、自
衛
官
募
集
業
務

の
対
象
者
抽
出

請
求
者
、申
し
出
者

閲
覧
の
住
民
範
囲

年
月
日

請
求
理
由
、ま
た
は
利
用

目
的
の
概
要

�� �» 　 各 ク ラ ス ２ 〜 ３ 組 程 度 （ 給

　 食 準 備 の た め 要 予 約 ）

�� �Š 
~ �“ 　 １ 月 2
3 日 （ 木 ）

�º �0 　 見 学 体 験 会 （ ク ラ ス に 入 っ

　 て 体 験 ）


… �; 　 子 ど も １ 食 分 １ ８ ０ 円 （ 当

　 日 徴 収 、 ０ 歳 児 は 給 食 面 談 あ り ）

�‹ �‹ �œ �U �  �­ �o �è �� �q �w �] �Š �º

　 幼 児 セ ン タ ー で 実 践 し て い る 運

動 遊 び を 中 心 に 、 楽 し く 子 育 て を

す る 工 夫 、 コ ツ を 一 緒 に 考 え ま す 。

�Ô �Ì 　 １ 月 ９ 日 （ 木 ） 午 前 1
0 時 〜

　 同 1
1 時

	Ô 	t 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー プ レ ー

　 ル ー ム

�0 	Å 　 ど な た で も

�� �» 　 な し （ 要 申 し 込 み ）

�º �0 　 幼 児 セ ン タ ー 研 修 グ ル ー プ

　 実 技 報 告

�è �£ 　 幼 児 セ ン タ ー 職 員

�× �~ �× �~ �× �~ �× �~ �× �~ �× �~ �× �~ �×

�µ �© �Ó 	Ô �› �Á 	ˆ 
T 
‹ �` �h �V �Š �^

�œ �t �ò 	� 	Ý

　 東 川 町 は 2
5 区 、 農 業 、 花 本 信 幸

さ ん （ 6
6 ） に 町 感 謝 状 を 贈 り ま し た 。

　 昨 年 1
0 月 、 私 財 を 投 じ て キ ト ウ

シ 森 林 公 園 キ ャ ン モ ア ス キ ー 場 の

ゲ レ ン デ 内 雑 木 林 を 無 償 で 除 去 、

整 地 し 、 メ ー ン コ ー ス 整 備 を し て

く れ ま し た 。

　 1
2 月 1
0 日 、 花 本 さ ん は 弓 子 夫 人

年 以 上 の 課 程 ） 、 一 部 の 海 外 大 学

日 本 分 校 の 在 学 生 で す 。

　 若 年 者 納 付 猶 予 制 度 は 、 学 生 で

な い 3
0 歳 未 満 の 方 で 、 本 人 及 び 配

偶 者 の 所 得 が 一 定 額 以 下 の 場 合 、

国 民 年 金 保 険 料 の 納 付 を 猶 予 す る

制 度 で す 。

 教 育 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 教 育 推 進 室 ☎

（ 内 線 ） ５ ８ ２ 、 ５ ８ ３

	– �¶ �Í �Ö �¶ �¦ �� �è �Œ 	{ �› 
ù 
Ç �`

�‡ �b

　 2
6 年 度 に 町 内 小 学 校 に 入 学 す る

新 入 学 児 （ 平 成 1
9 年 ４ 月 ２ 日 〜 同

2
0 年 ４ 月 １ 日 ま で 生 ま れ ） を 対 象

に し て 、 お 子 さ ん の 保 護 者 （ 世 帯

主 ） の 方 に 入 学 指 定 通 知 書 を 送 付

し ま す 。 １ 月 3
1 日 （ 金 ） ま で に 届

か な い 場 合 は 、 教 育 推 進 室 ま で ご

連 絡 く だ さ い 。

 保 健 福 祉 課 か ら

　 福 祉 の こ と と 申 請 の お 問 い 合 わ

せ は 社 会 福 祉 室 ☎ （ 内 線 ５ ０ ２ 、

５ ０ ３ ） 、 健 康 と 食 の こ と は 保 健

指 導 室 ☎ （ 内 線 ５ ０ ４ 〜 ５ ０ ７ ） 、

高 齢 者 介 護 は 地 域 包 括 支 援 セ ン

タ ー ☎ （ 内 線 ５ ０ ８ 、 ５ ０ ９ ）

	ï �Ä �T �’ �H �Á �ç �ë �F �­ �è �è

　 食 事 の 不 適 切 な 摂 取 、 運 動 不 足

か ら 起 き る 生 活 習 慣 病 が 増 加 し て

　 鎌 田 恭 輔 教 授

�Ê �q 

 �• 	t �w �' �w 
€ 	� �U �' �ÿ 
M

�t �s �“ �‡ �b

　 ２ 月 か ら す べ て の 定 期 予 防 接 種

が 予 約 制 に な り ま す 。 予 防 接 種 日

は 火 、 木 、 金 曜 日 で す 。 予 約 先 は

町 立 診 療 所 （ ☎ 8
2 │ 2 1 0 1 ）

 町 立 診 療 所 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 町 立 診 療 所 ☎ 8
2

│ ２ １ ０ １

�Ê �q 

 �• 	t �w �� �¢ �£ �› �7 	B �` �‡ �b

　 看 護 師 （ 臨 時 職 員 ） を 募 集 し ま

す 。 希 望 す る 方 は 町 立 診 療 所 に お

申 し 込 み く だ さ い 。 試 験 日 は 後 日

お 知 ら せ し ま す 。

�> �; 　 １ 人

�� �Š 
~ �“ 　 １ 月 2
0 日 （ 月 ）

�¿ � 　̈ 看 護 師 ま た は 准 看 護 師 の 資

　 格 を 有 す る 方

�> �; 　 ２ 月 １ 日 〜 ３ 月 3
1 日 ま で

（ 1 年 ご と の 更 新 可 ）

�È �¿ 　 病 棟 看 護 勤 務 （ 夜 勤 業 務 あ

　 り ）

�Þ �Ú 　 東 川 町 臨 時 職 員 賃 金 規 定 に

　 よ る

�È �¿ �Ì �� 　 午 前 ８ 時 半 〜 午 後 ５ 時

　 （ 基 本 、 週 休 ２ 日 制 ） 、 ２ 交 代

　 制 で 月 ４ 回 程 度 の 夜 勤 業 務 あ り


ž �A �s 	{ � 　̈ 履 歴 書 （ 市 販 の 様 式

　 可 ） 、 看 護 師 ま た は 准 看 護 師 資

　 格 の 写 し

い ま す 。 健 康 の 大 切 さ を 考 え 自 分

の 健 康 は 自 分 で 守 り ま し ょ う 。

　 身 近 な 材 料 で 調 理 実 習 を し ま す 。

バ ラ ン ス 、 味 付 け な ど を 確 認 し て

食 生 活 を 見 直 し ま し よ う （ 希 望 者

は 食 生 活 改 善 推 進 員 と な る 単 位 を

取 得 可 ） 。

�Ô �Ì 　 １ 月 2
8 日 （ 火 ） 午 前 1
0 時 〜

　 午 後 １ 時 ご ろ ま で

	Ô 	t 　 保 健 福 祉 セ ン タ ー

�0 	Å 　 町 民 の 方 ど な た で も

�º �0 　 食 べ て 防 ご う 生 活 習 慣 病

（ 糖 尿 病 ） 、 講 話 、 調 理 実 習

（ 希 望 者 は 体 脂 肪 測 定 ）

�Ë �j 
ú 　 筆 記 具 、 エ プ ロ ン 、 三 角

　 巾 （ 食 材 費 の 一 部 １ ０ ０ 円 を 負

　 担 ）

�t 
’ �© �G �H �	 �w �© �¶ �è �2 �› �‰ �V

�‡ �b

　 旭 川 医 科 大 学 が イ ン タ ー ネ ッ ト

中 継 で ラ イ ブ 放 送 と し て 道 内 に 配

信 講 演 し て い る 北 海 道 メ デ ィ カ ル

ミ ュ ー ジ ア ム 、 第 4
0 回 家 庭 の 医 学

講 座 を 東 川 町 で も 開 催 し ま す 。 当

日 は ど な た も お 気 軽 に 直 接 会 場 に

お い で く だ さ い 。

�Ô �Ì 　 １ 月 2
1 日 （ 火 ） 午 後 ２ 時 か

　 ら 同 ３ 時

�q 	Ô 　 役 場 大 会 議 室 （ ３ 階 ）

�€ �C 
… 　 無 料

�º �0 　 「 頭 痛 に つ い て 〜 心 配 な い

　 頭 痛 と 放 っ て お く と 危 険 な 頭 痛 」

�è �£ 　 旭 川 医 科 大 学 脳 神 経 外 科 、
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